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彩り豊かな７種の野菜を盛りつけた「お盆お供えセット」。生活様式の変遷の過程で、手軽なお供え物として
考案されました。農家の知恵と工夫が、お盆のしきたりにも息づいています。（福井町：長谷川さん宅にて）



「モンゴル野球青春記」

今、よみがえる
草の根の国際交流

「モンゴルで野球がしたいけど道具がない」
1991年6月、日本モンゴル文化交流協会がモンゴルを訪問した際、
少年から受け取った一枚の手紙がきっかけでモンゴルとの交流が始まります。

「モンゴルの子どもたちに野球用具を贈ろう」と、徳島県軟式野球連盟と
那賀川町体育協会が草の根活動を展開しました。
あれから21年、野球でつながる両国の交流物語が
映画となって今、よみがえります。

日本・モンゴル国交40周年記念映画

８月31日から阿南で撮影開始！
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日
本
と
モ
ン
ゴ
ル
の
国
交
40
周
年
記
念

映
画
「
モ
ン
ゴ
ル
野
球
青
春
記
」
の
撮
影

が
、
８
月
31
日
～
９
月
５
日
（
予
定
）
ま

で
の
間
、
Ｊ
Ａ
ア
グ
リ
あ
な
ん
ス
タ
ジ
ア

ム
な
ど
で
行
わ
れ
ま
す
。
旧
那
賀
川
町
時

代
に
始
ま
っ
た
モ
ン
ゴ
ル
と
の
野
球
交
流

が
評
価
さ
れ
、
阿
南
市
で
の
撮
影
が
実
現

し
ま
し
た
。

　
こ
の
映
画
は
、
ル
ー
ル
も
知
ら
な
い
子

ど
も
た
ち
に
野
球
を
教
え
る
日
本
人
青
年

の
苦
悩
や
葛
藤
を
描
い
た
「
モ
ン
ゴ
ル
野

球
青
春
記
（
関
根 
淳 

著
）」を
原
作
に
し

た
映
画
で
、
旧
那
賀
川
町
が
ウ
ラ
ン
バ
ー

ト
ル
に
野
球
場
を
建
設
し
、
モ
ン
ゴ
ル
野

球
の
普
及
・
振
興
に
寄
与
し
た
こ
と
に
も

触
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
阿
南
市
で
は
、
平
成
10
年
に
日
本
で
開

催
さ
れ
た
「
第
３
回
ア
ジ
ア
Ａ
Ａ
Ａ
野
球

選
手
権
大
会
」
の
日
本
対
モ
ン
ゴ
ル
戦
を

再
現
す
る
映
画
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
シ
ー

ン
の
撮
影
が
行
わ
れ
ま
す
。
当
時
の
日
本

チ
ー
ム
に
は
、
松
坂
大
輔
選
手
（
レ
ッ
ド

ソ
ッ
ク
ス
）や
村
田
修
一
選
手（
読
売
ジ
ャ

イ
ア
ン
ツ
）
な
ど
、
そ
う
そ
う
た
る
メ
ン

バ
ー
が
在
籍
し
て
い
ま
し
た
。

2007年（平成19年）８月

2009年（平成21年）２月

 
12月

2011年（平成23年）11月

2012年（平成24年）７月

８月

1991年（平成３年）８月

1992年（平成４年）４月

８月

1993年（平成５年）７月

　 10月

1994年（平成６年）６月

　７月

1995年（平成７年）８月

1996年（平成８年）９月

町体育協会野球部が野球用具を贈る運動を
始める
モンゴルのダラムイン・ヨンドン駐日全権大
使に野球用具を贈呈
小泉町長、町体育協会長、野球部員等がモ
ンゴルを訪問
モンゴルの野球少年20人が那賀川町に来町
し、ホームステイする
モンゴルのオリンピック委員長ほか２人が国
体視察のため来町
国立野球場建設日本協力会を組織。全国に
協力を呼びかける
那賀川町の小中学生13人が、モンゴルへホー
ムステイ、ゲル体験する
全国から浄財1,300万円（モンゴルの当時の
貨幣価値で10億円）を集め、ウランバート
ルに野球場を建設。小泉町長ほか町議会議
員がモンゴルを訪問
両翼99ｍ、中堅120ｍの野球場が完成。小
泉町長ほか10人がモンゴルを訪問

岩浅市長ほか８人で構成する阿南市モンゴル
訪問団が、私費にてモンゴルを訪問（ウラン
バートル市長および在モンゴル日本大使と面
会、モンゴル健康大学長およびモンゴル健
康科学大学名誉教授との交流）
阿南市に寄せられた431点の野球用具を、埼
玉県ＭＢＳＧ（モンゴル・ベースボール・サポー
トグループ）を通じてモンゴルへ送付
モンゴル野球連盟から感謝のプレートが届く
映画会社アールグレイフィルム社（東京）から

「モンゴル野球青春記」の映画撮影協力依頼
映画「モンゴル野球青春記」上映実行委員
会設立
岩浅市長が再度モンゴルを訪問し、現地で撮
影中のスタッフを激励するとともに、就任５日
目のウランバートル市長バットウル氏と面会

モンゴルとの野球交流の軌跡
旧那賀川町との交流

阿南市との交流
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主演　関根　誠 役　石田 卓也さん
（愛知県出身・25歳）

松
本 

隆
茂
さ
ん

　
　（
コ
ー
チ
役
・
那
賀
川
町
）

松
村 

高
明
さ
ん

　
　（
コ
ー
チ
役
・
加
茂
町
）

水
野 

雄
仁
さ
ん

（
監
督
役
・
東
京
都
在
住 

宝
田
町
出
身
）

元 

横
浜
ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
投
手

元 

読
売
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
投
手

　2002年、第15回「ジュノン・スーパーボーイ・コンテス
ト」でフォトジェニック賞を受賞したことを機に芸能界入り。
2005年、TBS 系列テレビドラマ『青春の門・筑豊編』で
デビュー。同年公開された映画『蝉しぐれ』での演技が認め
られ、キネマ旬報新人賞を獲得。2006年以降はテレビドラ
マ『ガチバカ !』、映画『ラフ ROUGH』、『夜のピクニック』
などに出演。また、劇場版アニメ『時をかける少女』では声
優もこなすなど、映画出演を中心に幅広く活動している。

　
海
を
越
え
た
草
原
の
国
、
モ
ン
ゴ
ル
の
少
年
と
、
那
賀

川
町
体
協
野
球
部
が
、
文
字
通
り
大
草
原
に
よ
る
草
野
球

の
草
の
根
交
流
の
幕
を
開
け
た
の
が
20
年
前
。
国
際
交
流

協
会
等
住
民
ら
に
よ
る
善
意
あ
る
行
動
が
、
言
葉
の
壁
を

超
え
人
と
人
・
心
と
心
の
き
ず
な
と
な
り
、
共
感
と
信
頼

が
芽
生
え
、
つ
い
に
そ
の
熱
意
が
実
り
モ
ン
ゴ
ル
国
立
野

球
場
の
完
成
、
引
き
渡
し
と
な
り
ま
し
た
。
一
本
の
野
球

と
い
う
苗
木
が
太
い
幹
へ
と
育
ち
、葉
を
茂
ら
す
こ
と
を
、

モ
ン
ゴ
ル
野
球
連
盟
に
託
し
て
第
１
幕
は
下
ろ
さ
れ
ま
し

た
。

　
幕
間
の
休
憩
の
間
に
、
阿
南
市
と
那
賀
川
町
は
合
併
。

背
景
も
舞
台
も
演
ず
る
人
も
新
た
に
構
成
さ
れ
、
第
２
幕

は
開
か
れ
ま
し
た
。

　「
ア
グ
リ
あ
な
ん
ス
タ
ジ
ア
ム
」
の
オ
ー
プ
ン
を
契
機

に
「
野
球
の
ま
ち
阿
南
」
の
旗
を
掲
げ
、
ス
ポ
ー
ツ
を
生

か
し
た
地
域
活
性
化
を
め
ざ
し
、
各
種
市
民
団
体
に
よ
る

推
進
協
議
会
が
設
立
さ
れ
、
活
動
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

野
球
を
愛
す
る
老
若
男
女
を
県
外
か
ら
年
間
３
０
０
０
人

も
招
じ
入
れ
る
ま
で
に
発
展
。
草・

野・

球・

の・

聖・

地・

と
し
て
全

国
の
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
の
「
モ
ン
ゴ
ル

野
球
青
春
記
」
の
映
画
撮
影
は
、「
野
球
の
ま
ち
阿
南
」

を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
す
る
チ
ャ
ン
ス
で
あ
り
、
な
ん
と
し
て
も

成
功
さ
せ
た
い
も
の
で
す
。
大
横
綱
白
鵬
関
の
後
援
を
い

た
だ
く
な
ど
支
援
の
輪
も
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
、
関
係
者
の
方
々
の
有
形
無
形
に
わ
た

る
ご
支
援
を
心
か
ら
謝
し
、
さ
ら
な
る
お
力
添
え
を
願
い

あ
げ
ま
す
。

映画「モンゴル野球青春記」
上映実行委員会会長　

小泉 隆一さん
（83歳・那賀川町）

魅力ある野球・再発見

水木 博之さん
（遊撃手役・松山市）

江本 哲朗さん
（捕手役・桑野町）

高原 勇人さん
（捕手役・富岡町）

田上 宏幸さん
（三塁手役・宝田町）

近藤 洋祐さん
（投手役・徳島市）

田渕 優樹さん
（二塁手役・中林町）

庄野 祐さん
（一塁手役・徳島市）

中山 大輔さん
（外野手役・羽ノ浦町）

久田 将之さん
（捕手役・長生町）

田村 誠さん
（外野手役・大阪府）

宮本 明日加さん
（投手役・才見町）

越智 泰勢さん
（外野手役・大阪府）

　映画のクライマックスシーンの対モンゴル戦を
演じる日本チームの皆さんです。選手役の皆さ
んは、７月１日㈰にＪＡアグリあなんスタジアム
で行われたエキストラ選考会で選ばれました。
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出演者を激励する岩浅市長。

阿
南
市
職
員
採
用
試
験
の

お
知
ら
せ

　
平
成
25
年
４
月
に
採
用
す
る
職

員
の
採
用
試
験
の
申
し
込
み
は
次

の
と
お
り
で
す
。

　
な
お
、
受
付
期
間
経
過
後
の
申

し
込
み
は
一
切
受
け
付
け
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間
　
９
月
11
日
㈫
ま
で

（
土
・
日
曜
日
除
く
）

申
込
方
法
　
試
験
申
込
書
に
必
要

事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、
人
事
課

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
郵
便
で
の
申
し
込
み
は
、
必
ず

書
留
郵
便
に
し
て
く
だ
さ
い
。

試
験
案
内
・
申
込
書
の
入
手
方
法

　
人
事
課
に
て
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

（
郵
便
で
の
請
求
は
、
Ａ
４
サ
イ

ズ
の
返
信
用
封
筒
に
１
２
０
円
切

手
を
貼
付
し
て
く
だ
さ
い
。）

※
阿
南
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

第
一
次
試
験
日
　
10
月
14
日
㈰

試
験
区
分
・
受
験
資
格
等
　
広
報

あ
な
ん
８
月
号
（
11
ペ
ー
ジ
）
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
採
用
試
験
に
関
す
る
詳
細
に
つ

い
て
は
、
必
ず
「
試
験
案
内
」
に

よ
り
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は

〒
７
７
４
‐
８
５
０
１
　
富
岡
町

ト
ノ
町
12
番
地
３
　
人
事
課
（
☎

22
‐
１
１
１
２
）
へ

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
運
行
前
訓
練

お
よ
び
見
学
会
等
の
開
催

　
徳
島
県
立
中
央
病
院
の
新
病
棟

開
院
に
合
わ
せ
て
、
10
月
９
日
か

ら
県
内
全
域
を
カ
バ
ー
す
る
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
の
運
行
が
始
ま
り
ま
す
。

　
そ
の
運
行
を
前
に
、
消
防
署
で

は
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
運
行
前
訓
練

と
見
学
会
等
を
開
催
し
ま
す
の

で
、
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
　
①
９
月
14
日
㈮
　
午
後
２

時
～
３
時
30
分
　
②
９
月
21
日
㈮

午
前
10
時
30
分
～
正
午
　

場
所
　
消
防
署
（
辰
己
町
）

※
気
象
条
件
に
よ

り
、
中
止
ま
た
は

変
更
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は

消
防
本
部
（
☎
22

‐
１
１
２
０
）
へ

　
神
が
天
地
創
造
し
た
時
の
こ
と
。

神　
「
日
本
と
い
う
国
を
作
ろ
う
。

世
界
一
す
ば
ら
し
い
気
候
と
風

景
、
食
べ
物
を
与
え
、
そ
こ
に
世

界
一
勤
勉
で
礼
儀
正
し
い
人
々
を

住
ま
わ
せ
よ
う
」

側
近　
「
神
様
、
そ
れ
で
は
日
本

と
い
う
国
が
あ
ま
り
に
も
恵
ま
れ

す
ぎ
て
い
ま
す
」

神　
「
安
心
し
ろ
。
隣
に
韓
国
と

中
国
と
い
う
国
を
用
意
し
て
お
く
」

　

秀
逸
な
ジ
ョ
ー
ク
で
す
が
、
今
、

日
本
と
中
・
韓
両
国
の
関
係
は
、

こ
の
ジ
ョ
ー
ク
を
地
で
行
く
よ
う

な
状
態
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

両
国
と
の
関
係
改
善
は
大
切
な

こ
と
で
す
が
、
私
は
、
以
前
か
ら

日
本
が
も
っ
と
も
っ
と
関
係
を
深

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
国
と
し

て
、
モ
ン
ゴ
ル
、
ベ
ト
ナ
ム
、
タ

イ
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、

イ
ン
ド
の
各
国
が
あ
る
と
考
え
て

き
ま
し
た
。

　

去
る
８
月
中
旬
、
５
年
ぶ
り
に

モ
ン
ゴ
ル
を
訪
ね
ま
し
た
。
２
泊

３
日
の
強
行
日
程
で
し
た
が
、
大

変
有
意
義
な
訪
問
と
な
り
ま
し

た
。
今
回
の
目
的
は
、
旧
那
賀
川

町
が
寄
贈
し
た
モ
ン
ゴ
ル
国
立
野

球
場
で
撮
影
が
始
ま
っ
た
映
画

「
モ
ン
ゴ
ル
野
球
青
春
記
」
の
現

地
ス
タ
ッ
フ
や
俳
優
を
激
励
す
る

こ
と
に
あ
り
ま
し
た
。
彼
ら
は
今

月
、
Ｊ
Ａ
ア
グ
リ
あ
な
ん
ス
タ
ジ

ア
ム
な
ど
で
ロ
ケ
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
８
月
初
旬
に
ウ
ラ
ン
バ
ー

ト
ル
市
長
に
就
任
し
た
ば
か
り
の

バ
ッ
ト
ウ
ル
市
長
（
54
歳
）
と
昼

食
を
共
に
し
な
が
ら
、
こ
の
映
画

へ
の
協
力
を
お
願
い
し
て
き
ま
し

た
。

　

バ
ッ
ト
ウ
ル
氏
は
、
国
会
議
員

か
ら
市
長
へ
転
身
し
、
市
政
改
革

へ
の
思
い
を
熱
く
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
モ
ン
ゴ
ル
国
民
の
約
半
数

に
あ
た
る
１
３
０
万
人
の
人
口
を

か
か
え
る
首
都
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル

で
は
、
①
道
路
の
未
整
備
に
よ
る

慢
性
的
交
通
渋
滞
の
解
消
②
草
原

に
野
積
み
さ
れ
た
ご
み
処
理
問
題

③
市
民
の
貧
富
の
差
の
解
消
と
課

題
が
山
積
し
、
日
本
の
技
術
的
協

力
を
切
望
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
国
の
困
っ
て
い
る
問
題
に

つ
い
て
、
小
さ
く
て
も
よ
い
か
ら
、

ひ
と
つ
ひ
と
つ
ア
ド
バ
イ
ス
を
す

る
こ
と
が
、
長
い
目
で
み
れ
ば
両

国
の
固
い
き
ず
な
を
つ
く
っ
て
い

く
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

地
下
資
源
が
豊
富
な
モ
ン
ゴ
ル

と
の
関
係
構
築
は
、
我
が
国
の
将

来
に
と
っ
て
も
大
き
な
プ
ラ
ス
に

な
る
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
、
野
球
を
通
じ
て
、
モ
ン

ゴ
ル
と
阿
南
の
民
際
外
交
、
交
流

を
深
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
阿
南
を
訪
れ
る
モ
ン
ゴ
ル
の

青
年
た
ち
を
、
ぜ
ひ
激
励
し
て
あ

げ
て
く
だ
さ
い
。

　
モ
ン
ゴ
ル
再
訪

　
お
く
り
も
の

吉
井
小
学
校
へ

●
金
一
封

阿
南
市
吉
井
町
　
海
山
家
隆

様
か
ら
図
書
と
教
具
充
実
の

た
め

　
ご
寄
贈
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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公
共
下
水
道
へ
接
続
で
き
る
区

域
に
お
住
ま
い
で
、
ま
だ
接
続
を

さ
れ
て
い
な
い
皆
さ
ん
は
、
積
極

的
に
早
期
の
接
続
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
こ
れ
ま
で
の
お
問
い
合
わ
せ
の

中
で
、
多
か
っ
た
も
の
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

下
水
道
へ
の
接
続
は
必
ず
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
？

　
法
律
に
よ
り
、
下
水
道
が
使
え

る
よ
う
に
な
っ
た
区
域
で
は
、
速

や
か
に
接
続
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

①
浄
化
槽
を
使
用
し
て
い
る
場
合

や
、
生
活
排
水
を
側
溝
な
ど
の

水
路
に
流
し
て
い
る
場
合
→
遅

滞
な
く

②
く
み
取
り
便
所
→
３
年
以
内

助
成
金
制
度
・
利
子
補
給
金
制
度

　
右
記
①
②
の
場
合
で
、
供
用
開

始
か
ら
３
年
以
内
に
下
水
道
に
接

続
す
る
方
に
対
し
て
助
成
金
制
度

お
よ
び
利
子
補
給
金
制
度
を
設
け

て
お
り
ま
す
。（
新
築
は
除
く
）　

　
下
水
道
接
続
工
事
は
事
前
の
申

請
が
必
要
で
す
。
阿
南
市
排
水
設

備
指
定
工
事
店
に
依
頼
し
て
く
だ

さ
い
。
助
成
金
制
度
等
を
ご
利
用

の
際
は
、
接
続
工
事
の
申
請
と
同

時
に
申
請
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

接
続
す
る
と
、
下
水
道
使
用

料
が
か
か
る
の
？

　
一
般
の
下
水
道
使
用
料
は
、
水

道
の
使
用
水
量
に
応
じ
て
負
担
し

て
い
た
だ
い
て
お
り
、
毎
月
水
道

料
金
と
一
緒
に
請
求
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
一
般
の
ご
家
庭
で
１
カ
月
に
20

㎥
使
用
し
た
場
合
、
下
水
道
使
用

料
は
３
０
４
５
円
（
税
込
）
に
な

り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
　
下
水
道
課
（
☎

22
‐
１
７
９
６
）
へ

　
市
の
排
水
設
備
指
定
工
事
店
と

し
て
指
定
を
受
け
る
に
は
、
㈶
徳

島
県
建
設
技
術
セ
ン
タ
ー
が
実
施

す
る
試
験
に
合
格
し
、「
下
水
道

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
証
」

を
発
行
さ
れ
た
者
が
専
属
し
て
い

る
こ
と
が
条
件
と
な
り
ま
す
。

日
時
　
11
月
15
日
㈭
　
午
後
１
時

40
分
～
３
時
40
分

場
所
　
ア
ス
テ
ィ
と
く
し
ま
２
階

第
４
・
第
５
会
議
室

申
込
期
間
　
９
月
３
日
㈪
～
28
日

㈮申
込
書
配
布
場
所

･
下
水
道
課
（
第
１
仮
庁
舎
分
室

１
階
）

･
阿
南
市
指
定
上
下
水
道
工
事
店

協
同
組
合
（
横
見
町
）

･
㈶
徳
島
県
建
設
技
術
セ
ン
タ
ー

･
南
部
総
合
県
民
局
県
土
整
備
部

（
阿
南
庁
舎
）
ほ
か

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は

〒
７
７
０
‒
０
９
３
９
　
徳
島
市

か
ち
ど
き
橋
１
丁
目
41
番
　
㈶
徳

島
県
建
設
技
術
セ
ン
タ
ー
（
☎
０

８
８
‐
６
２
５
‐
３
９
９
１
）
へ

平
成
24
年
度
下
水
道
排
水
設

備
工
事
責
任
技
術
者
試
験

9月10日は
「下水道の日」

工事は、排水設備指
定工事店にご依頼く
ださい。指定工事店
は、市のホームペー
ジや下水道課で確認
することができます。

男
女
共
同
参
画
週
間

　
９
月
３
日
㈪
～
９
日
㈰
は
、
阿

南
市
の
男
女
共
同
参
画
週
間
で
す
。

　
職
場
や
学
校
、
地
域
、
家
庭
な

ど
で
、
男
女
そ
れ
ぞ
れ
が
個
性
と

能
力
を
発
揮
で
き
る
「
男
女
共
同

参
画
社
会
の
実
現
」
に
向
け
て
の

取
組
が
必
要
で
す
。
男
女
の
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
（
協
力
関
係
）
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
男
女
共
同
参
画
室
分
室
（
市
民

会
館
２
階
）
で
は
、
男
女
共
同
参

画
週
間
に
併
せ
て
阿
南
市
女
性
協

議
会
の
活
動
や
分
室
活
動
の
パ
ネ

ル
展
示
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
　
男
女
共
同
参
画

室
（
☎
22
‐
７
４
０
１
）
へ

人
権
教
育
・
啓
発
研
究
講
座

（
秋
期
講
座
）
受
講
生
募
集

日
程

▼
10
月
４
日
㈭
・
11
日
㈭
（
午
後

２
時
～
４
時
）

「
同
和
問
題
に
つ
い
て
」
歯
朶
山

加
代
さ
ん
（
阿
南
市
人
権
教
育
・

啓
発
講
師
団
講
師
）

▼
10
月
18
日
㈭
（
午
後
２
時
〜
３

時
30
分
）

「
外
国
人
の
人
権
」
林 

啓
介
さ
ん

（
徳
島
ブ
ラ
ジ
ル
友
好
協
会
会
長
）

▼
10
月
25
日
㈭
（
午
後
２
時
～
３

時
30
分
）

「
在
日
外
国
人
か
ら
見
た
徳
島
で

の
生
活
」
財
団
法
人
徳
島
県
国
際

交
流
協
会
派
遣
外
国
人
講
師
の
方

場
所
　
情
報
文
化
セ
ン
タ
ー
２
階

研
修
室

応
募
資
格
　
市
内
に
在
住
お
よ
び

勤
務
さ
れ
て
い
る
方
で
、
継
続
し

て
受
講
で
き
る
方
（
テ
ー
マ
ご
と

の
受
講
も
可
）

募
集
人
数
　
各
40
人
（
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
９
月
21
日
㈮
ま
で
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　

人
権
・

男
女
参
画
課（
☎
22
‐
３
０
９
４
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
22
‐
４
７
８
５
）
へ

消
費
者
啓
発
講
演
会

日
時
　
９
月
28
日
㈮
　
午
後
１
時

30
分
～
３
時

場
所
　
市
役
所
３
階
　
委
員
会
室

演
題
　「
最
近
の
消
費
者
ト
ラ
ブ

ル
に
つ
い
て
」

講
師
　
阿
南
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

所
長
代
理
　
是
松
　
司

※
入
場
は
無
料
で
す
。
駐
車
場
が

少
な
い
た
め
、
乗
り
合
わ
せ
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は
　
市
民
生
活
課

（
☎
22
‐
１
１
１
６
）
へ

美　
し
い
あ
な
ん
を
求
め
て 

～
下
水
道
～

連
載
⑳

下
水
道
へ
の
接
続
の
お
願
い

第
75
号
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平成23年度　富岡町の
下水道接続状況（累計）
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H23年度の接続率は
約47％でした。



市
有
の
土
地
を
一
般
競
争
入
札

に
よ
り
売
却
し
ま
す

入
札
日
時
　
９
月
28
日
㈮
　
午
前

10
時

入
札
場
所
　
市
役
所
２
階
　
第
５

会
議
室

売
却
土
地
　

【
所
在
地
】
阿
南
市
上
中
町
南
島

７
５
８
番
３

【
地
目
】
宅
地

【
地
積
】
84
・
49
㎡

※
売
却
土
地
は
、
市
街
化
調
整
区

域
内
に
あ
る
た
め
、
原
則
と
し
て

建
物
を
建
築
で
き
ま
せ
ん
。

※
入
札
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は
　
管
財
課
（
☎
22

‐
３
８
０
４
）
へ

警
察
の
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

＃
９
１
１
０

　
警
察
で
は
、
県
民
の
被
害
の
未

然
防
止
に
関
す
る
相
談
や
そ
の
他

県
民
の
安
全
と
平
穏
に
関
す
る
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
警
察
へ
の

相
談
は
、
警
察
本
部
内
の
警
察
総

合
相
談
セ
ン
タ
ー
、
ま
た
は
阿
南

警
察
署
の
警
察
安
全
相
談
係
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

●
警
察
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
　

＃
９
１
１
０
ま
た
は

☎
０
８
８
‐
６
５
３
‐
９
１
１
０

※
事
件
・
事
故
等
の
緊
急
時
の
通

報
は
「
１
１
０
番
」
を
ダ
イ
ヤ
ル

し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は
　
阿
南
警
察
署

（
☎
22
‐
０
１
１
０
）
へ

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

短
期
講
座
受
講
生
募
集

カ
ラ
ー
セ
ラ
ピ
ー

　
好
き
な
色
で
自
分
を
知
ろ
う
‼

日
時
　
９
月
10
日
㈪
、
24
日
㈪
、

10
月
15
日
㈪
、
29
日
㈪
の
４
回
　

午
後
７
時
～
８
時
30
分

定
員
　
20
人

受
講
料
　
テ
キ
ス
ト
代
５
０
０
円

講
師
　
山
富
秀
世
さ
ん

申
込
締
切
日
　
９
月
３
日
㈪

英
会
話

日
時
　
９
月
６
日
㈭
～
３
カ
月
間

毎
木
曜
日
　
午
後
７
時
45
分
～
８

時
45
分

定
員
　
10
～
15
人

受
講
料
　
１
０
０
０
円

講
師
　
マ
リ
・
ル
ー
タ
ー
さ
ん

申
込
締
切
日
　
９
月
４
日
㈫

※
初
級
ク
ラ
ス
の
方
も
受
講
可
。

【
共
通
事
項
】

場
所
　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

対
象
者
　
市
内
に
居
住
ま
た
は
職

場
を
有
す
る
35
歳
ま
で
の
勤
労
青

少
年
（
学
生
を
除
く
）

※
当
ホ
ー
ム
未
登
録
者
は
、
入
会

費
１
０
０
０
円
が
必
要
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
（
☎
42
‐

４
５
７
２
）
へ
（
受
付
時
間
　
土
・

日
・
祝
を
除
く
午
後
１
時
～
９
時
）

　

救
急
車
の
適
正
利
用
の

お
願
い

　
救
急
出
動
件
数
が
10
年
前
に
比

べ
て
43
％
増
加
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
救
急
搬
送
患
者
の
う
ち
軽
症

が
45
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　「
緊
急
性
が
な
く
自
分
で
病
院

に
行
け
る
」、「
ど
こ
の
病
院
に
行

け
ば
よ
い
の
か
わ
か
ら
な
い
」
場

合
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
救
急
車
以
外
に
搬
送
の
手
段
が

な
く
、
緊
急
に
医
療
機
関
等
に
搬

送
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合

は
、
迷
わ
ず
に
救
急
車
を
要
請
し

て
く
だ
さ
い
。
市
民
の
皆
さ
ま
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
は
　
火
災
・
救
急
病

院
案
内
（
☎
22
‐
９
９
９
９
）

ま
た
は
消
防
本
部
（
☎
22
‐

１
１
２
０
）
へ
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QA

年
金
相
談
コ
ー
ナ
ー

　

国
民
年
金
に
加
入
し

て
い
ま
す
が
、
国
民
年

金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
な
い

か
心
配
で
す
。
な
に
か
良
い
方

法
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

国
民
年
金
保
険
料
の

納
付
に
つ
い
て
、
口
座

振
替
の
手
続
き
を
す
る
こ
と
に

よ
り
、
毎
月
自
動
的
に
引
き
落

と
し
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
納

期
限
を
気
に
す
る
必
要
が
な
く
、

納
め
忘
れ
が
な
く
な
り
ま
す
。

　

お
申
し
込
み
方
法
は
、
口
座

振
替
申
出
書
に
必
要
事
項
を
記

入
・
押
印
（
口
座
届
出
印
）
し
、

金
融
機
関
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。 

　

ま
た
、
残
高
不
足
で
引
き
落

と
し
さ
れ
な
か
っ
た
と
き
は
、

翌
月
分
の
引
き
落
と
し
の
際
に
、

再
振
替
（
翌
月
分
と
一
緒
に
２

カ
月
分
を
引
き
落
と
し
）
し
ま

す
。
再
振
替
が
で
き
な
か
っ
た

と
き
は
、
納
付
書
が
送
付
さ
れ

ま
す
の
で
、
金
融
機
関
な
ど
の

窓
口
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。 

問
い
合
わ
せ
は　

保
険
年
金
課

（
☎
22 

― 

１
１
１
８
）
へ
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　第２章　町のくらし・農村のくらし
　　　　　山村のくらし・漁村のくらし
　　　　　島のくらし
　第３章　人の一生と人生儀礼
　第４章　社会生活　第５章　信仰
　第６章　伝承文化　第７章　子どもの世界

『阿南市史第５巻（自然環境編・民俗編）』
を発刊します
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市
で
は
、
市
自
ら
が
事
業
者
と

し
て
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
の
推

進
や
、
環
境
へ
の
負
荷
の
低
減
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
阿
南

市
環
境
保
全
率
先
行
動
計
画
」
を

策
定
し
、
平
成
19
年
度
か
ら
平
成

23
年
度
ま
で
の
５
年
間
を
第
２
次

阿
南
市
環
境
保
全
率
先
行
動
期
間

と
し
て
、
事
務
・
事
業
に
伴
う
温

室
効
果
ガ
ス
の
削
減
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

　
最
終
年
度
で
あ
る
平
成
23
年
度

の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
に
つ
い

て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

問
い
合
わ
せ
は
　
環
境
保
全
課

（
☎
22
‐
３
４
１
３
）
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第２次阿南市環境保全率先行動計画に
伴う、温室効果ガス排出量について
≪平成23年度の温室効果ガスの排出量≫

施　設　名 温室効果ガス排出量
（kg-CO2）　

本 庁 舎 560,854

本 庁 出 先 170,688

環 境 管 理 部 4,962,380

学 校 等 2,444,330

福 祉 施 設 等 321,616

文 化 施 設 等 1,650,981

水 道 部 2,108,015

そ の 他 849,989

消 防 本 部 222,670

計 13,291,523

本庁舎　４%
本庁出先　１%

福祉施設等　２%

文化施設等
12%

水道部
16%

その他　６%

消防本部　２%

環境管理部
37%

学校等
18%

人と人との出会いくらいドラマティックで
ミステリアスなものはありません。
この星に生まれ、この国で、この時代に、
そしてこの阿南で出会えるということを
“ 奇跡 ”と呼べないでしょうか？
たった一度の人生において、
あなたに巡り会えた奇跡。
阿南 de 愛隊では、そんな “ 奇跡 ” の出会いを
お届けできたらと願っております。

さあ、新しい出会いの場所へ、
みなさん参加してみませんか。

日　　時　10月14日㈰　
　　　　　18：00 ～ 21：00
　　　　　（受付17：00 ～）

場　　所　阿南ロイヤルガーデンホテル
　　　　　（富岡町あ王谷52-2）

対　　象　20歳以上の独身男女
　　　　　（男性100人・女性100人）

参 加 費　男性4,000円　女性3,000円
　　　　　（当日集金）

　　　　　料理・飲み物付（アルコールあり）

募集期間　９月５日㈬～28日㈮
　　　　　（定員になり次第締切り）

申込方法　電話またはメールで
　　　　　お申し込みください。

AKB 阿南で恋してブライダル
〜 First season 〜

恋活パーティー参加者募集

こい　かつ

申込み・問い合わせは
阿南de愛隊事務局（ふるさと振興課内）　☎22‒7404　e-mail  konkatsu@city.anan.tokushima.jp へ
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小学４年生～６年生の
乳幼児等医療費
受給者証が変わります
　10 月１日から、徳島県の子ど
もの医療費の助成対象年齢が小
学６年生まで拡大することに伴
い、小学４年生～６年生までの乳幼児等医療費受給者証
が、「藤色」から「ピンク色」に変わります。新しい受
給者証は、９月末までにお送りしますので、10 月以降は
ピンク色の受給者証をお使いください。
問い合わせは　保険年金課（☎ 22－1118)へ

  調査対象地区　羽ノ浦町、吉井町、福井町
  基礎調査実施の案内
　徳島県では、９月中旬から来年の２月末までの間、上記の地区
の土砂災害が発生する恐れのある箇所の調査を行います。
　現地を調査する際に、徳島県が発行する身分証明書を携帯した
調査員が、皆様の土地に立ち入りをさせていただくことがありま
すので、ご協力ください。なお、調査結果については、後日、説
明会などでお知らせする予定です。
基礎調査とは？ 
　基礎調査とは、土砂災害防止法に基づき、土砂災害が発生する恐れがある箇所の地形、地質等を調査し、土
砂災害の恐れがある危険な区域を把握するためのものです。
　調査完了後、その区域について地元説明会や市長への意見聴取を行い「土砂災害警戒区域」や「土砂災害特
別警戒区域」として指定します。
問い合わせは　徳島県南部総合県民局（阿南）砂防担当（☎ 24－4253）
　　　　　　　徳島県県土整備部砂防防災課（☎ 088－621－2540）
　　　　　　　阿南市建設部土木課（☎ 22－1595）へ

土砂災害防止法に基づく基礎調査の実施

■展示コーナー　10：00 ～ 20：00
○ナカちゃん7回忌写真展
　4日㈫～ 17日㈷
　※初日と最終日は開催時間が異なります。
○ほのぼの手作り二人展
　19日㈬～ 30日㈰

■体験コーナー　   　
○ナカちゃんミニイベント開催
　9日㈰　13：00 ～ 15：00
　【参加費】なし　【定員】30人　
　【申込締切日】7日㈮
○活竹人形（女踊り大）づくり体験
　23日㈰　10：00 ～ 12：00
　【参加費】400円　【定員】30人　
　【申込締切日】21日㈮
○縁起の良い“さるぼぼ”と“ペット”の蓋で
　エコな針山をつくりましょう
　30日㈰　13：00 ～ 15：00
　【参加費】500円　【定員】10人　
　【申込締切日】28日㈮
　【持ってくる物】裁縫道具、ボンド　　

９月の催し

阿波踊り活竹人形作り、
星形あんどん作りを常時開催中‼

問い合わせは　
光のまちステーションプラザ

（☎ 24－3141）へ

９月の
日程

○映画「モンゴル野球青春記」撮影
　１日㈯ ～５日㈬　8：30 ～
○阿南高校新人交流戦　
　８日㈯・９日㈰　8：30 〜
○四国アイランドリーグプラス公式戦
　16日㈰　18：00 ～　徳島VS高知

問い合わせは　
野球のまち推進課（☎ 22－1297）へ

●阿南署管内平成24年７月
分合計

　カッコ内は１月からの累計

あぶない！
こんなに
事故が

交通事故
件 数 240件 （1,532）
死 者 0人 （1）
負 傷 者 32人 （209）

救  急
件 数 291件 （1,905）
搬 送 人員 279人 （1,822）

火  災
件 数 ３件 （16）
損 害 額 61千円（8,285千円）

のまちステーションプラザ 
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  全国邦楽合奏フェスティバル
９月16日㈰　12：00開演　夢ホール

オープニングの合奏曲『童夢』では約100人が夢ホール舞台で演奏します！
フィナーレは、合奏曲『巨火（ほて）』で締めくくります。

愛 媛 県 愛媛県立野村高等学校　箏曲部
群 馬 県 NPO 三曲合奏研究グループ
大 阪 府 邦楽グループ　連
徳 島 県 徳島邦楽集団
大 分 県 邦楽合奏団『韻』
大 阪 府 和楽器オーケストラ邦楽合奏団「鼎」　　
大 阪 府 邦楽合奏団　紫陽花

岐 阜 県 岐阜県（安八町・御嵩町）尺八こども教室　
実行委員会（岐阜県三曲連合会）

兵 庫 県
東日本大震災復興支援コンサート

「邦楽 Music Aid」
委嘱「光

ひかり
咲
え

む刻
とき

」を演奏する会　 
広 島 県 和楽器集団　ぐるーぷ “ 樹 ”

岡 山 県 邦楽ラボ
愛 知 県 名城大学　箏曲部
北 海 道 北海道三曲連盟
山 口 県 筑紫琴凰会
神奈川県 遊楽音
香 川 県 香川県三曲協会
東 京 都 MARIO アンサンブル
高 知 県 松村紫乃＆グループ琴
東 京 都 ドルチェ邦楽合奏団
東 京 都 胡弓の会「韻」
千 葉 県 「織座」＆「まどか」
山 梨 県 やまなし邦楽合奏団 ｢響鳴｣

第27回国民文化祭・とくしま 2012 応援事業　　祝・日印国交樹立60周年

  窓を開けば魅惑のインド　インド舞踊・シタール演奏・サリーの着付け公開

９月30日㈰　13：00開演（12：00開場）

　場　所　コスモホール（情報文化センター）　　入場料　一般（高校生以上）1,000円　小・中学生 500円

　インドが天
てん

竺
じく

と呼ばれたよりもはるか古く、神様に捧げ
られた神聖な舞踊が今、阿南市羽ノ浦町出身のインド舞踊
家・櫻井暁美オリジナル作品「４つの門」として時空を超
えて展開されます。折しも今年は日印両国の外交関係を正
式に樹立して60年、さらに徳島で国民文化祭が開催され
る記念の年。阿波の国からインド舞踊のほかにシタール演
奏、サリーの着付け公開など、魅惑のインドが発信されま
す。ロビーでは絵画、写真、民芸品などの展示があり、イ
ンド文化の豊かな世界をたっぷりお楽しみください。

問い合わせは　徳島日印協会（☎ 088‐665‐1300）へ

14日㈮　21：10～　文化会館前　ロータリー広場
福島県出身で、現在徳島県を拠点に活動中のフォークデュオ
ヒルストーンLIVE＆
届け！心の絆　立体ハート型花火打ち上げ

15日㈯　18：00 ～　文化会館ホワイエ
山口座木偶保存会による「三番叟」
16日㈰　11：30 ～　夢ホール客席
達粋連による阿波踊り公演

国文祭協力　イベント ９月

参
加
団
体
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９月15日㈯　

15日㈯・16日㈰　13：00～17：00　文化会館１階 茶室

15日㈯は表千家、16日㈰は裏千家によるお茶のおもて
なしをお楽しみいただけます。お気軽にお立ち寄りく
ださい。

９月14日㈮～ 16日㈰
場所　阿南市文化会館 夢ホール
問い合わせは
第27回国民文化祭阿南市実行委員会事務局
情報文化センター内（☎ 44 － 5000）へ

お茶のおもてなし（無料）

夢ホールでの開催イベント
９月14日㈮　18：30 ～ 21：00　

　PA（音響）を使用する邦楽ワークショップと癒し音楽
　出 演 者	 遠 tone 音（三塚幸彦、小野美穂子、曽山良一）

９月15日㈯　19：00 ～ 21：00

　箏マエストロによる青少年のための響演「変絃自在」
　出 演 者	 野坂操壽（箏・二十五絃箏）・沢井一恵（十七絃）
　出演学校	 阿南中学校 箏曲部・石井中学校 邦楽部・高浦中学校 
　　　　　	 音楽部・城東高校 邦楽部・愛媛県立野村高校 箏曲部

　阿南市からは阿南中学校箏曲部の皆さんが、県内からは中学生・
高校生が箏協奏曲で、現代邦楽の先駆者として活躍する箏奏者の野
坂操壽さん、沢井一恵さんと共演します。尺八では、徳島県三曲協
会の 10代・20代の奏者に加え、四国大学邦楽部の学生が流派を越え
て演奏します。箏音楽のさらなる魅力を伝える作品として公募から
選ばれた曲、『青蓮華』。この曲は、東日本大震災からの復興を願っ
て作られました。ぜひ魅力あふれる深い響きをお楽しみください。

1 階 視聴覚室での開催イベント
11：00 ～ 11：20　「邦楽と宇宙」ミニ講演

宇宙飛行士 山崎直子さんが2010年に国際宇宙ステーションで演奏した「宇宙箏」を製作し
た田中隆文さんによる講演。

11：20 ～ 12：20　「未来邦楽へ」パネルディスカッション
邦楽の各分野の第一人者５人 によるこれからの邦楽についての公開討論会。

13：00 ～ 13：50　「指揮！実験室」ワークショップ
選出されたアマチュアグループを稲田 康さんが指導することにより、どれだけ上達できる
か聴き比べてみてください。

14：00 ～ 14：50　「尺八ソロワンポイントアドバイス」
坂田誠山さんが尺八奏法のアドバイスをします。曲は「息

い

吹
ぶき

」と「匠
たくみ

」。

遠 tone 音

野坂操壽・沢井一恵　Cヒダキトモコ
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Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ 

Ｕ
‐
20
女
子
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
１
２

ジ
ャ
パ
ン
の
日
本
代
表
に
選
ば
れ
た
道
上
彩
花
選
手
（
那

賀
川
町
出
身
・
常
盤
木
学
園
高
校
３
年
）
が
、
８
月
６
日
、

岩
浅
市
長
を
表
敬
訪
問
し
、「
し
っ
か
り
点
を
取
っ
て
チ
ー

ム
を
優
勝
に
導
き
た
い
で
す
。」
と
意
気
込
み
を
語
り
ま

し
た
。
岩
浅
市
長
は
、「
子
ど
も
た
ち
に
夢
と
感
動
を
与

え
ら
れ
る
よ
う
、
優
勝
を
め
ざ
し
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
。」
と
激
励
し
ま
し
た
。

　
庁
舎
建
設
工
事
に
伴
う
分
庁
舎
解
体
工
事
が

７
月
中
旬
か
ら
本
格
的
に
始
ま
り
ま
し
た
。

　
工
事
期
間
は
９
月
21
日
ま
で
で
、
工
事
費
は

約
４
千
万
円
で
す
。

　７月27日、阿南光のまちステーション
プラザの入場者数が、平成18年７月22
日に開館して以来、約６年で５万人に到
達しました。５万人目となった前川美保
さん、前川快吏さん（日開野町）には
記念品と花束が贈呈されました。ステー
ションプラザにはよく訪れるという前川
さんは、「５万人目と聞いてびっくりしま
した。ここでは、さまざまな催しが行わ
れているので、ぜひ足を運んでみてほし
いです。」と話していました。

道上彩花選手が市長を表敬
FIFA U–20 女子ワールドカップ
での健闘を誓う

分庁舎解体工事始まる

ニュースオアシス

　
来
年
６
月
に
公
開
さ
れ
る
予
定
の
「
モ
ン
ゴ
ル
野
球

青
春
記
」
の
上
映
実
行
委
員
会
設
立
総
会
が
、
７
月
25

日
、
市
内
の
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
、
会
長
に
小
泉
隆
一
さ

ん
（
旧
那
賀
川
町
の
元
町
長
）
を
選
出
し
ま
し
た
。

　
会
議
で
は
、こ
れ
ま
で
の
経
緯
が
報
告
さ
れ
た
ほ
か
、

映
画
製
作
会
社
の
ア
ー
ル
グ
レ
イ
フ
ィ
ル
ム
の
谷
口
広

樹
さ
ん
か
ら
出
演
者
の
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
主
役
は
石
田
卓
也
（
映
画
「
夜
の
ピ
ク
ニ
ッ
ク
」

２
０
０
６
年
主
演
）
さ
ん
で
、
モ
ン
ゴ
ル
の
国
民
的
俳

優
で
あ
る
ジ
ャ
ル
ガ
ル
サ
イ
ハ
ン
さ
ん
や
阿
南
市
出
身

の
水
野
雄
仁
さ
ん
も
出
演
し
ま
す
。
谷
口
さ
ん
は
「
最

近
、
映
画
が
製
作
し
に
く
く
な
っ
て
い
る
。
地
元
の
皆

さ
ん
の
ご
協
力
で
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
た
い
。」
と

意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

　
映
画
の
撮
影
は
、
８
月
31
日
に
ク
ラ
ン
ク
イ
ン
し
た

後
、
９
月
５
日
ま
で
、
Ｊ
Ａ
ア
グ
リ
あ
な
ん
ス
タ
ジ
ア

ム
や
牛
岐
城
趾
公
園
な
ど
で
行
わ
れ
ま
す
。

映画「モンゴル野球青春記」
上映実行委員会を設立

設立総会であいさつする小泉会長。

｢目標は優勝‼｣ と書いたサインボールを岩浅
市長に手渡す道上選手。

分庁舎を解体する様子。（８月18日現在）
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は
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の
経
緯
が
報
告
さ
れ
た
ほ
か
、

映
画
製
作
会
社
の
ア
ー
ル
グ
レ
イ
フ
ィ
ル
ム
の
谷
口
広

樹
さ
ん
か
ら
出
演
者
の
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
主
役
は
石
田
卓
也
（
映
画
「
夜
の
ピ
ク
ニ
ッ
ク
」

２
０
０
６
年
主
演
）
さ
ん
で
、
モ
ン
ゴ
ル
の
国
民
的
俳

優
で
あ
る
ジ
ャ
ル
ガ
ル
サ
イ
ハ
ン
さ
ん
や
阿
南
市
出
身

の
水
野
雄
仁
さ
ん
も
出
演
し
ま
す
。
谷
口
さ
ん
は
「
最

近
、
映
画
が
製
作
し
に
く
く
な
っ
て
い
る
。
地
元
の
皆

さ
ん
の
ご
協
力
で
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
た
い
。」
と

意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

　
映
画
の
撮
影
は
、
８
月
31
日
に
ク
ラ
ン
ク
イ
ン
し
た

後
、
９
月
５
日
ま
で
、
Ｊ
Ａ
ア
グ
リ
あ
な
ん
ス
タ
ジ
ア

ム
や
牛
岐
城
趾
公
園
な
ど
で
行
わ
れ
ま
す
。

停
電
時
等
に
強
い
味
方
！

消
防
団
68
班
に

車
載
デ
ジ
タ
ル
無
線
機
を
配
備

津
波
避
難
計
画
の
見
直
し
に

沿
岸
地
域
住
民
の
意
見
を
反
映
　

福
祉
避
難
所
設
置
等
に
関
す
る

協
定
を
締
結

　
消
防
団
員
の
安
全
対
策
強
化
と
停
電
時
に
お
け
る
通

信
手
段
を
確
保
す
る
た
め
、
市
で
は
安
全
対
策
設
備
品

（
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
、
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ー
メ
ガ
ホ
ン
、

車
載
デ
ジ
タ
ル
簡
易
無
線
機
）
を
購
入
し
、
市
消
防
団

全
68
班
に
配
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
、
車
載
デ
ジ
タ
ル
簡
易
無
線
機
は
、
東
日

本
大
震
災
の
際
に
、
電
源
供
給
の
途
絶
が
、
防
災
行
政

無
線
や
放
送
な
ど
国
民
の
暮
ら
し
に
重
要
な
情
報
伝
達

手
段
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
教
訓
か
ら
、
非
常
災
害

時
等
に
お
い
て
も
通
信
手
段
を
確
保
す
る
た
め
に
導
入

し
た
も
の
で
、
通
常
時
は
各
地
区
の
班
ご
と
で
使
用
す

る
こ
と
が
で
き
、
大
規
模
災
害
時
に
は
、
消
防
団
本
部

（
消
防
本
部
に
設
置
）
を
基
地
局
と
す
る
指
揮
命
令
伝

達
や
情
報
収
集
な
ど
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

　
８
月
26
日
に
陸
上
自
衛
隊
徳
島
駐
屯
地
で
開
催
さ
れ

た
阿
南
市
総
合
防
災
訓
練
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
簡
易
無
線

機
を
使
っ
た
情
報
収
集
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
、
分
団
ご
と
に
、
無
線
機
の
取
り
扱
い
な
ど
の

講
習
会
を
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
津
波
避
難
計
画
の
見
直
し
に
伴
い
、
津
波
防
災
マ
ッ
プ
の

作
成
に
沿
岸
地
域
住
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
の
意
見

交
換
会
を
、
７
月
23
日
～
８
月
28
日
の
間
、
伊
島
、
椿
、
福

井
、
橘
、
見
能
林
、
富
岡
、
中
野
島
、
羽
ノ
浦
、
那
賀
川
、

宝
田
の
10
地
域
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
７
月
30
日
に
橘
公
民
館
で
行
わ
れ
た
意
見
交
換
会
で
は
、

26
人
の
連
絡
長
が
４
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
避
難
経
路
や
避
難
場
所
の
課
題
や
問
題
点

な
ど
を
洗
い
出
し
ま
し
た
。

　
住
民
か
ら
は
、「
避
難
場
所
の
高
さ
は
大
丈
夫
か
」「
一
人

暮
ら
し
高
齢
者
の
情
報
を
共
有
し
て
お
く
べ
き
で
は
な
い

か
」
と
い
っ
た
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
チ
リ
津
波
を
体
験
し
た
鵠
自
主
防
災
会
会
長
の
広
瀬
　
守

さ
ん
（
63
歳
）
は
、「
地
域
住
民
は
津
波
防
災
マ
ッ
プ
づ
く

り
を
基
に
避
難
準
備
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
で
、
で
き
る
だ

け
正
確
な
マ
ッ
プ
づ
く
り
に
努
め
て
ほ
し
い
。」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
こ
う
し
た
沿
岸
地
域
住
民
の
意
見
を
踏
ま
え
、

平
成
25
年
３
月
末
を
目
途
に
、
津
波
防
災
マ
ッ
プ
等
の
見
直

し
を
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
災
害
発
生
時
に
一
次
お
よ
び
二
次
避
難
所
へ
避
難
し

た
後
、
こ
れ
ら
の
避
難
所
で
の
生
活
に
支
障
が
あ
り
、

特
別
な
配
慮
を
必
要
と
す
る
方
（
要
援
護
者
）
が
安
心

し
て
避
難
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
８
月
17
日
、
阿
南
市
と
市
内
の
障
が
い
者
支
援
施

設
な
ど
を
運
営
す
る
社
会
福
祉
法
人
と
の
間
で
、「
災

害
時
の
福
祉
避
難
所
の
設
置
等
に
関
す
る
協
定
」
を
締

結
し
ま
し
た
。

　
こ
の
協
定
に
よ
り
、
市
は
福
祉
施
設
等
に
対
し
て
福

祉
避
難
所
設
置
の
要
請
を
行
い
、
福
祉
施
設
は
市
の
指

示
に
よ
り
、
で
き
る
限
り
要
援
護
者
の
受
け
入
れ
を
行

い
ま
す
。
福
祉
避
難
所
で
は
、
本
人
確
認
な
ど
を
行
っ

た
後
、
入
浴
や
排
せ
つ
、
食
事
と
い
っ
た
日
常
生
活
の

お
世
話
を
行
い
ま
す
。受
入
期
間
は
原
則
14
日
以
内
で
、

必
要
に
応
じ
て
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
福
祉
避
難
所
は
次
の
と
お
り
で
す
。

那賀川分団第６班の消防車輌に
取り付けたデジタル無線機。

施　設　名 所在地
養
護
老
人

ホ
ー
ム

老人ホーム福寿荘 畭 町
養護（盲）老人ホーム
羽ノ浦荘 羽ノ浦町

　   

特
別
養
護  

　   

老
人
ホ
ー
ム

阿南荘 宝 田 町
琴江荘 宝 田 町
ライフイン長生 長 生 町
緑風会ルネッサンス 福 井 町
健祥会バイエルン 那賀川町
ヴィラ羽ノ浦 羽ノ浦町
コスモスの里 羽ノ浦町

障
が
い
者

支
援
施
設

障害者支援施設　西室苑 長 生 町
障害者支援施設　淡島学園 西路見町
障害者支援施設　シーズ 上 中 町

13 広報 あなん 2012.09



二拍子の躍動「阿波踊り」、独創的パフォーマ
ンスで圧倒する「ストリートダンス」、喜怒哀楽
を自由奔放に表現する「ジャズダンス」、南国情
緒あふれる「フラダンス」、ありし日のナカちゃ
んをしのぶ「ナカちゃん音頭」など、多彩な踊
りが阿南の夏を熱くした。
ほとばしる情熱をひと夏の祭りにささげた踊り
子たちの３日間を、写真とともに振り返る。

第９期光の天使
髙田 真由さん（18歳・那賀川町）

幼少の頃から親しい美容師のす
すめで光の天使に応募。「阿南は
光が有名なまち。積極的にＰＲし
ていきたい。」と、えくぼスマイル
を輝かせた。

50
体
製
作
さ
れ
た

等
身
大
「
阿
波
踊
り
竹
人
形
」

ひと夏の祭りにささげた
ほ
と
ば
し
る

【阿南の夏まつり2012フォトリポート】

10
万
個
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
が
夜
空
を
彩
る

光
マ
ン
ダ
ラ
ド
ー
ム
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圧
倒
的
な
彩
光
を
放
つ
光
マ
ン
ダ
ラ

ド
ー
ム
と
和
の
趣
あ
ふ
れ
る
阿
波
踊
り
竹

人
形
の
競
演
が
祭
り
の
夜
を
彩
り
、
３
日

間
で
９
万
５
千
人
を
動
員
し
た
。
幻
想
的

な
光
に
包
ま
れ
た
牛
岐
城
趾
公
園
特
設
ス

テ
ー
ジ
で
は
、
天
真
爛
漫
な
踊
り
子
た
ち

の
乱
舞
が
祭
り
の
高
揚
感
を
い
っ
そ
う
高

め
、
多
く
の
観
客
を
魅
了
し
た
。

　
ひ
と
言
に
〝
踊
り
〟
と
い
っ
て
も
さ
ま

ざ
ま
。
こ
れ
だ
け
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
見

ら
れ
る
の
は
、
阿
南
の
夏
ま
つ
り
な
ら
で

は
。
ほ
と
ば
し
る
情
熱
は
や
が
て
渦
と
な

り
、
祭
り
の
活
況
を
色
あ
せ
な
い
感
動
と

し
て
人
々
の
心
に
焼
き
付
け
て
い
っ
た
。

二拍子の躍動「阿波踊り」、独創的パフォーマ
ンスで圧倒する「ストリートダンス」、喜怒哀楽
を自由奔放に表現する「ジャズダンス」、南国情
緒あふれる「フラダンス」、ありし日のナカちゃ
んをしのぶ「ナカちゃん音頭」など、多彩な踊
りが阿南の夏を熱くした。
ほとばしる情熱をひと夏の祭りにささげた踊り
子たちの３日間を、写真とともに振り返る。

ひと夏の祭りにささげた
【阿南の夏まつり2012フォトリポート】

10
万
個
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
が
夜
空
を
彩
る

光
マ
ン
ダ
ラ
ド
ー
ム
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中
村
園
太
夫
座
気
仙
沼
公
演

中
村
園
太
夫
座
　
座
長
　
西
村 

忠
雄 

さ
ん
（
65
歳
・
新
野
町
）

地盤沈下したまち並みの随所に浸水が見られる。未だ復興の目途は立っておらず、
打ち上げられた大型貨物船が津波被害の凄まじさを物語っている。

▼鹿
しし

折
おり

小学校の体育館で人形浄瑠璃を上演する様子。

▲気仙沼バージョンで披露された恵比寿舞。
　恵比寿様が釣り上げたのは大マグロ。

▲宮城県名取市で笹かまぼこ店を営む佐々木靖子さん
　（新野町出身）を訪問。

　「
漁
業
の
ま
ち
気
仙
沼
を
私
た
ち
の
恵

比
寿
舞
で
励
ま
し
た
い
！
」
と
、
昨
年
10

月
か
ら
準
備
と
練
習
を
重
ね
て
き
た
中
村

園
太
夫
座
総
勢
19
人
が
、
伊
丹
空
港
を
発

ち
仙
台
空
港
に
降
り
立
っ
た
の
は
7
月
6

日
の
午
後
1
時
過
ぎ
の
こ
と
で
あ
る
。

　
そ
の
日
は
、
気
仙
沼
市
教
育
委
員
会
の

案
内
で
公
演
会
場
の
下
見
を
し
、
宿
泊
先

の
市
内
の
ホ
テ
ル
で
夕
食
を
と
っ
た
が
、

ま
だ
厨
房
が
復
旧
し
て
い
な
い
と
か
で
、

食
事
は
す
べ
て
外
注
し
て
い
る
と
聞
い
た
。

　
７
日
は
、気
仙
沼
市
本
吉
町
に
あ
る「
は

ま
な
す
ホ
ー
ル
」
で
午
後
６
時
30
分
か
ら

の
公
演
で
あ
っ
た
た
め
、
午
前
中
は
気
仙

沼
市
教
育
委
員
会
に
被
災
現
場
を
バ
ス
で

移
動
し
な
が
ら
説
明
を
受
け
た
。

　
最
初
、
こ
ん
な
原
っ
ぱ
の
真
ん
中
に
ど

う
し
て
高
校
な
ん
か
建
て
た
の
か
と
思
っ

て
い
た
ら
、
高
校
の
周
り
の
住
宅
街
が
す

べ
て
津
波
で
流
さ
れ
た
と
聞
い
て
愕
然
と

し
た
。
よ
く
見
れ
ば
、
雑
草
の
下
に
民
家

の
基
礎
が
残
っ
て
い
る
。
あ
の
日
の
津
波

は
、
工
場
の
機
械
音
も
、
商し
ょ
う

家か

の
賑
わ
い

も
、
家
庭
の
だ
ん
ら
ん
も
、
何
も
か
も
流

し
去
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。

　
８
日
は
、
気
仙
沼
市
西
八
幡
町
に
あ
る

鹿し
し

折お
り

小
学
校
体
育
館
で
午
後
１
時
30
分
か

ら
公
演
を
行
っ
た
。
こ
の
日
は
、
昨
日
の

倍
以
上
に
当
た
る
１
５
０
人
ほ
ど
の
観
客

が
あ
り
、
座
員
一
同
大
張
り
切
り
で
各
演

目
を
務
め
た
。
な
か
で
も
一
番
反
響
が
大

き
か
っ
た
の
が
「
恵
比
寿
舞
」
だ
っ
た
。

も
と
も
と
、
こ
の
恵
比
寿
舞
は
大
漁
祈
願

の
舞
で
は
あ
り
、
今
回
は
気
仙
沼
の
港
が

大
漁
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
色
々
と
ア
レ

ン
ジ
を
施
し
て
出
か
け
て
き
た
。

　
気
仙
沼
と
い
え
ば
、
サ
ン
マ
・
カ
ツ
オ
・

マ
グ
ロ
の
水
揚
げ
で
全
国
的
に
も
有
名
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
魚
を
特
別
に
釣
り
上
げ

る
こ
と
に
し
て
模
型
を
作
り
、
恵
比
寿
様

が
順
番
に
釣
り
上
げ
て
い
く
と
、
会
場
全

体
が
ど
よ
め
き
大
き
な
歓
声
と
拍
手
に
包

ま
れ
た
。
み
ん
な
う
れ
し
そ
う
な
顔
を
し

て
笑
っ
て
い
る
様
子
を
見
て
、「
気
仙
沼

ま
で
来
て
本
当
に
良
か
っ
た
」
と
、
心
の

底
か
ら
感
動
と
感
激
が
胸
に
こ
み
上
げ
て

き
た
。

　
こ
の
鹿
折
小
学
校
に
は
１
４
０
㌢
の
高

さ
の
津
波
が
襲
い
か
か
り
、
１
階
に
は
ま

だ
使
え
な
い
教
室
が
残
さ
れ
て
い
る
。
頑

張
っ
て
と
い
う
願
い
を
込
め
た
新
野
小
学

校
児
童
か
ら
の
激
励
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
預

か
っ
て
き
た
の
で
、
幕ま
く

間あ
い

に
鹿
折
小
学
校

の
校
長
先
生
に
手
渡
し
た
。
遠
く
離
れ
た

児
童
た
ち
の
小
さ
な
交
流
の
絆
が
、
こ
れ

か
ら
時
間
を
か
け
て
太
く
な
っ
て
い
く
こ

と
を
願
っ
て
い
る
。

　
９
日
は
、
午
前
中
、
名
取
市
の
被
災
現

場
を
新
野
町
出
身
の
女
性
に
案
内
し
て
も

ら
い
、お
土
産
に
「
笹
か
ま
ぼ
こ
」
を
い
っ

ぱ
い
買
い
込
み
、
伊
丹
空
港
へ
と
仙
台
空

港
を
飛
び
立
っ
た
の
は
午
後
３
時
前
の
こ

と
で
あ
る
。



　
親
子
二
代
で
の
入
賞
は
、
多
く
の

卒
業
生
を
輩
出
し
て
き
た
阿
南
中
学

校
箏
曲
部
で
も
初
め
て
と
い
う
。
母
・

美
穂
さ
ん
は
、「
こ
れ
だ
け
長
い
間
、

入
賞
記
録
を
伸
ば
せ
て
こ
ら
れ
た
の

も
、
一
重
に
熱
心
に
指
導
し
て
い
た

だ
い
た
先
生
方
の
お
か
げ
で
す
。」

と
し
み
じ
み
と
語
る
。

　
美
穂
さ
ん
は
、
母
の
す
す
め
で
箏

曲
部
に
入
部
。
琴
の
美
し
い
音
色
に

少
し
ず
つ
心
を
奪
わ
れ
て
い
っ
た
。

入
部
し
て
間
も
な
い
頃
、
指
導
者
で

琴
演
奏
家
の
藤
本
　
玲
さ
ん
（
徳
島

市
在
住
）
の
提
案
で
、
年
に
一
度
、

定
期
演
奏
会
を
開
く
こ
と
に
な
っ

た
。
人
前
で
演
奏
す
る
の
は
も
ち
ろ

ん
初
め
て
。
練
習
に
も
熱
が
入
り
、

そ
れ
ま
で
の
楽
し
む
琴
か
ら
魅
せ
る

琴
へ
と
変
わ
っ
て
い
っ
た
。
翌
年
に

は
全
国
箏
曲
コ
ン
ク
ー
ル
に
も
出

場
。
初
舞
台
で
い
き
な
り
３
位
に
輝

く
と
、
２
年
目
に
は
日
本
一
の
栄
冠

を
つ
か
ん
だ
。「
最
優
秀
と
聞
い
た

瞬
間
、
飛
び
上
が
っ
て
喜
ん
だ
の
を

覚
え
て
い
ま
す
」。
ま
さ
か
の
入
賞

劇
に
夢
の
よ
う
な
感
動
を
味
わ
っ
た

美
穂
さ
ん
。
卒
業
後
も
恩
師
の
も
と

で
琴
の
練
習
に
励
ん
だ
。

　「
私
も
頑
張
ろ
う
っ
て
思
い
ま
し

た
」。
長
女
・
芙
優
さ
ん
も
ま
た
、

母
の
す
す
め
で
箏
曲
部
に
入
部
し

た
。「
母
の
時
代
か
ら
続
く
連
続
入

賞
の
伝
統
を
し
っ
か
り
と
受
け
継
ぎ

た
い
」
と
、
必
死
の
思
い
で
練
習
に

打
ち
込
ん
だ
と
い
う
。
そ
の
集
大
成

と
し
て
臨
ん
だ
今
夏
の
全
国
コ
ン

ク
ー
ル
は
３
位
だ
っ
た
。「
す
ご
く

悔
し
か
っ
た
。
で
も
、
伝
統
を
守
れ

て
よ
か
っ
た
で
す
。」
と
胸
を
張
っ

た
。「
つ
ら
い
時
も
あ
っ
た
け
ど
、

最
高
の
仲
間
と
最
後
ま
で
や
り
遂
げ

る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
が
一
番
の
思

い
出
で
す
」。

　「
技
術
の
上
達
だ
け
で
な
く
、
礼

節
を
学
び
、
友
達
と
の
仲
間
意
識

も
高
め
て
ほ
し
か
っ
た
」。
そ
ん
な

母
の
思
い
を
知
っ
て
か
、
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
と
の
闘
い
に
打
ち
勝
ち
、
人

と
し
て
も
大
き
く
成
長
し
た
。
一
つ

の
事
に
打
ち
込
む
こ
と
の
大
切
さ
、

す
ば
ら
し
さ
を
あ
ら
た
め
て
実
感
し

た
。

　
家
の
リ
ビ
ン
グ
の
一
角
に
、
畳
敷

き
の
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
。
こ
こ
に
琴

を
並
べ
て
練
習
し
合
っ
た
こ
と
が
あ

る
。
二
人
で
最
初
に
弾
い
た
曲
は「
さ

く
ら
」。
美
穂
さ
ん
の
時
代
の
コ
ン

ク
ー
ル
課
題
曲
「
星
の
よ
う
に
」
に

も
挑
戦
し
た
。「
今
は
娘
の
方
が
レ

ベ
ル
が
高
く
て
…
」
と
、
は
に
か
む

美
穂
さ
ん
の
後
ろ
に
は
、「
一
事
一

心
」
と
し
た
た
め
ら
れ
た
軸
が
掛
け

ら
れ
て
い
る
。
亡
き
母
が
愛
し
た
言

葉
だ
と
い
う
。「
母
が
な
ぜ
私
に
琴

を
す
す
め
た
の
か
を
聞
い
て
み
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
は
、
こ
の

言
葉
が
じ
ん
わ
り
と
心
に
浸
み
て
い

ま
す
。」
と
、
美
穂
さ
ん
は
話
す
。

と
も
に
母
の
す
す
め
で
琴
の
道
を
歩

ん
だ
二
人
に
と
っ
て
、
心
の
琴
線
に

触
れ
る
言
葉
と
い
え
る
。「
事
」
を

「
琴
」
に
置
き
換
え
て
、
相
通
じ
る

親
子
が
奏
で
る
の
は
深
遠
な
調
べ
。

13
本
の
弦
で
は
表
現
し
き
れ
な
い
音

色
が
２
人
の
間
で
は
響
き
合
っ
て
い

る
。

　
来
春
、
中
学
生
に
な
る
次
女
・
凜

花
さ
ん
も
箏
曲
部
に
入
り
た
い
と
話

し
て
い
る
。
深
遠
な
調
べ
に
ま
た
一

つ
、
頼
も
し
い
音
色
が
増
え
そ
う
だ
。

　

日
本
古
来
の
音
楽
の
良
さ
を
見
直
そ
う
と
、
昭
和
53
年
に
創
部
さ
れ
た
阿
南

中
学
校
箏
曲
部
。
四
半
世
紀
以
上
に
わ
た
り
演
奏
活
動
を
続
け
、
今
夏
に
は
全

国
箏
曲
コ
ン
ク
ー
ル
25
年
連
続
入
賞
と
い
う
偉
業
を
成
し
遂
げ
た
。
母
・
美
穂
さ

ん
は
そ
の
１
年
目
と
２
年
目
に
在
籍
、
中
学
３
年
の
芙
優
さ
ん
も
二
度
の
入
賞
に

貢
献
し
た
。

　

琴
に
魅
せ
ら
れ
、
琴
で
魅
せ
る
親
子
が
奏
で
る
の
は
深
遠
な
調
べ
。
そ
の
音
色

に
耳
を
澄
ま
せ
て
み
た
。

琴線でつながる
輝く

阿南人
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親
子
二
代
で
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞

　
受
け
継
が
れ
る
「
一
事
一
心
」の
響
き

中
西 

美
穂 

さ
ん
（
37
歳
・
領
家
町
）

　
　 

芙
優 

さ
ん
（
阿
南
中
学
校
３
年
）



【お詫びと訂正】8月号のお祭り紹介コーナーで、大野地区『城内神社
秋祭りと祭文』の開催時期が9月第2土・日となっていましたが、今年
は9月15日㈯、16日㈰の誤りです。お詫びし、訂正いたします。

 ■やっぱエコはアナンからでShow　vol.3
　 山崎まさよし×西 慎嗣　with friend　

日　時　９月８日㈯　17：30開場　18：30開演
場　所　市民会館　大ホール
チケット料金　全席指定　5,000円（当日5,500円）
※無料託児室を開設します。（生後10カ月～８歳）   
９月１日㈯までに予約が必要です。
問い合わせは　市民会館（☎22‐7000）へ

 ■ＢＥＧＩＮ（ビギン）コンサート
日　時　12月１日㈯　18：00開演　
場　所　市民会館
入場料　6,300円（未就学児、ひざ上１人まで無料）
チケット発売開始日　９月29日㈯　
※発売初日は、１人１回５枚まで購入できます。
チケット販売場所　市民会館、デューク高松ほか
問い合わせは　市民会館（☎22‐7000）へ

 ■コスモホール音楽祭
日　時　９月22日㈯　13：30開演　洋楽の部
　　　　　　23日㈰　13：30開演　邦楽の部
場　所　コスモホール（情報文化センター）
問い合わせは　情報文化センター（☎44‐5000）へ

 ■“お祭り”紹介コーナー　№２
９月から10月にかけて各地で開催される祭りや伝
統行事の一部を紹介します。

※その他の地域についても市のホームページに掲
載していますのでご覧ください。
問い合わせは　文化振興課（☎22‐1798）へ

 ■阿南市文化祭　出品作品の募集
第41回阿南市文化祭が、11月２日㈮～４日㈰、10
日㈯・11日㈰に開催されますので、ご出品ください。

  美術展作品
出品資格者　市内在住または出身で、市と関係の
深い方。（ただし小・中学生は出品できません）
作品の規格　額装には、ガラスを用いないこと。
■日本画…６号～ 50号で、額装か表装
■洋　画…６号～ 50号で、額装
■書　道…半切以下で、表装か軸仕立て
　※縦額に限ります。横額は受付できません。
■写　真…半切から全紙まででフスマ張り
■彫塑・工芸・デザイン…1.5平方メートル未満、高
　さ１メートルまでで、展示にふさわしいように
　仕立てること。
出品点数　原則１人１点
会費・出品料　市の美術協会会員は不要。初めて出
品される方は、会費と入会金の2,500円が必要です。

  俳句・短歌作品
出品点数　•俳句…当季（秋）雑詠２句
　　　　　•短歌…１首
※俳句・短歌ともに未発表のものに限ります。
出品方法　ハガキに住所、氏名、電話番号を明記の
うえ、俳句、短歌ともに9月14日㈮までに、文化振
興課「俳句係」または「短歌係」までお送りください。
出品・問い合わせは　〒774-0030　阿南市富岡町西
池田135番地1　文化振興課（☎22‐1798）へ

あなん
カルチャー

地区名 祭り名 開催時期 開催場所

橘　町
和光神社例祭 ９月第３土・日 橘町青木

海正八幡神社例祭 10月１・２日 橘町大浦

柳島町
若宮神社例大祭 10月第１金・土 柳島町宮ノ前38番

蛭子神社例大祭 10月第１土・日 柳島町蛭子前1番

横見町
天王神社祭礼

10月第３土・日
横見町前長岡

天神社秋季例祭 横見町願能地東

上中町
南島八幡神社例大祭 10月13・14日 上中町南島

岡王子神社秋祭り 10月12～14日 上中町岡

中原八幡神社秋祭り 10月第１日曜日 上中町中原

宇
宙
の
日
特
別
講
演
会
（
無
料
）

　
宇
宙
の
日
（
９
月
12
日
㈬
）
に
関
連
し

て
、
最
新
の
宇
宙
開
発
に
つ
い
て
お
話
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
大
型
望
遠
鏡
を
使
っ

た
天
体
観
望
会
も
実
施
し
ま
す
。

日
時
　
９
月
22
日
㈯
　
午
後
７
時
～
９
時

演
題
　
小
惑
星
探
査
機
「
は
や
ぶ
さ
」
の

挑
戦

講
師
　
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
宇
宙
科
学
研
究
所

　
　
　
准
教
授
　
久
保
田
　
孝
さ
ん

参
加
方
法
　
開
始
時
刻
ま
で
に
科
学
セ
ン

タ
ー
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
予
約
不
要
。

デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
（
無
料
）

　
土
・
日
曜
の
午
後
１
時
30
分
～
、３
時
～

「
今
夜
の
星
空
と
中
秋
の
名
月
の
お
話
」

お
も
し
ろ
実
験
（
無
料
）　

　
土
・
日
曜
の
午
前
11
時
〜
、
午
後
２
時

20
分
〜
の
２
回
実
施
し
ま
す
。
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阿
南
市
の
文
化
財

　
　
　
　
　
阿
南
市
文
化
財
保
護
審
議
会

　
　
　
　
　
　
会
長
　
湯
浅
　
良
幸 

大
野
本
庄
（
下
）・
新
庄

銅
鐸

　
大
野
町
か
ら
銅
鐸
が
三
箇
出
土
し
て
い

る
。
銅
鐸
は
弥
生
前
期
末
、
大
陸
か
ら
輸

入
さ
れ
た
青
銅
器
に
よ
っ
て
祭
祀
品
と
し

て
制
作
さ
れ
た
も
の
で
、
制
作
年
代
や
使

用
目
的
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
な
説
が
あ
る

が
、
そ
の
点
は
こ
こ
で
は
述
べ
な
い
。

　
し
か
し
、
弥
生
時
代
す
で
に
大
野
地
域

に
銅
鐸
を
所
有
出
来
た
有
力
者
が
居
住
し

て
い
た
証
と
な
る
。
有
力
者
が
い
れ
ば
当

然
そ
の
支
配
下
に
多
く
の
住
民
が
い
た
こ

と
は
当
然
で
あ
る
。
農
業
を
主
と
し
た
生

産
力
が
高
く
な
け
れ
ば
多
く
の
人
間
が
生

存
出
来
ず
権
力
者
も
生
ま
れ
な
い
。

　
阿
南
市
域
か
ら
五
遺
跡
か
ら
七
個
（
確

認
済
み
に
限
る
）
の
銅
鐸
が
出
土
し
て
い

る
が
、大
野
地
域
か
ら
上
大
野
町
城
山
下
、

中
大
野
町
八
貫
渡
し
、
下
大
野
町
畑
田
が

出
土
地
で
あ
る
。
銅
鐸
に
つ
い
て
は
別
に

書
く
こ
と
に
し
よ
う
。

大
野
本
庄
・
新
庄

　
大
野
本
庄
に
つ
い
て
先
月
号
に
詳
述
し

た
の
で
、
今
回
は
大
野
新
庄
に
つ
い
て
書

こ
う
。

　
建
武
二
（
一
二
五
〇
）
年
十
一
月
の
九

条
道
家
の
「
藤
原
道
家
領
処
分
状
」
に
前

摂
政
藤
原
実
経
に
譲
っ
た
庄
（
荘
）
園
と

し
て
「
阿
波
国
大
野
本
庄
宝
荘
厳
院
領
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
処
分
状
の
中
に

孫
の
右
大
臣
忠
家
に
譲
っ
た
庄
園
と
し

て
「
阿
波
国
大
野
新
庄
宝
荘
厳
院
領
」
と

あ
り
、
大
野
庄
を
本
庄
と
新
庄
に
分
け
て

譲
っ
て
い
る
。

　
元
久
元
（
一
二
四
〇
）
年
八
月
二
十
三

日
、
九
条
兼
実
の
一
筆
譲
状
に
「
阿
波
国

大
野
庄

」
と
し
て
す
で
に
成
立
し
て
い

る
。
奥
野
高
広
は
大
野
庄
は
鳥
羽
法
皇
‐

美
福
門
院
‐
八
条
院
‐
後
高
倉
院
‐
安
嘉

門
院
‐
亀
山
上
皇
‐
後
宇
多
上
皇
‐
昭
慶

門
院
‐
後
醍
醐
天
皇
の
順
に
伝
領
さ
れ
た

と
し
て
い
る
。
後
醍
醐
天
皇
は
元
徳
二

（
一
三
三
〇
）
年
正
月
二
十
八
日
宝
荘
厳

院
領
を
東
寺
へ
寄
進
し
て
い
る
。

　
九
条
道
家
が
孫
の
忠
家
に
譲
っ
た
大
野

庄
を
二
つ
に
分
け
、
従
来
の
大
野
庄
を
大

野
本
庄
、
新
し
く
分
け
て
立
券
し
た
分
を

大
野
新
庄
と
唱
え
た
。
大
野
新
庄
の
区
域

に
つ
い
て
は
今
後
の
研
究
を
待
ち
た
い
。

　　　　　　　　

　「
阿
波
国
庄
園
考
」
で
は
こ
の
庄
の
地

頭
を
渋
谷
氏
と
し
て
い
る
。
南
北
朝
時
代

に
入
っ
て
渋
谷
氏
は
一
族
の
薩
摩
の
住
人

渋
谷
鬼
益
丸
が
渋
谷
氏
を
継
い
で
地
頭
と

な
っ
て
い
る
。
薩
摩
渋
谷
氏
は
相
模
国
の

渋
谷
重
国
の
子
光
国
が
薩
摩
国
に
移
り
薩

摩
渋
谷
氏
の
祖
と
な
っ
た
。
重
国
の
娘
が

阿
波
国
守
護
職
佐
々
木
経
高
の
妻
で
あ
っ

た
か
ら
こ
の
関
係
で
大
野
新
庄
の
庄
官
に

な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
鬼
益
丸
と
渋
谷
重
氏
の
遺

族
と
の
間
で
所
領
争
い
が
あ
り
、
建
武
元

（
一
三
三
四
）
年
十
二
月
十
九
日
に
「
大

野
新
庄
八
分
事
」
と
あ
る
よ
う
に
、
鬼
益

丸
は
地
頭
職
を
重
氏
の
娘
に
譲
っ
て
い
る
。

　
南
北
朝
時
代
に
入
り
大
野
新
庄
は
阿
波

国
守
護
職
細
川
頼
春
の
代
官
に
押
領
さ
れ

た
。「
八
杵
神
社
と
長
国
造
」
に
よ
る
と
、

永
禄
八
（
一
五
六
五
）
年
、
仁
木
左
衛
門

高
長
が
上
大
野
城
に
居
り
大
野
三
村
を
領

有
し
た
と
あ
る
。
し
か
し
、
当
時
庄
園
制

は
崩
壊
し
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

｢八貫渡し銅鐸｣ 出土地。

〈
其
の
78
〉

中
秋
の
名
月
観
望
会

　
中
秋
の
名
月
の
伝
承
や
観
察
方
法
な
ど

を
説
明
し
た
後
、
天
体
望
遠
鏡
で
名
月
を

観
察
し
ま
す
。
デ
ジ
カ
メ
を
お
持
ち
の
方

は
、
名
月
の
写
真
も
撮
影
で
き
ま
す
。

日
時
　
９
月
30
日
㈰
　
午
後
７
時
～
９
時

参
加
料
　
大
人
３
０
０
円
、
高
校
生
２
５
０

円
、
小
中
学
生
２
０
０
円
、
幼
児
無
料

参
加
方
法
　
当
日
、
開
始
時
間
ま
で
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。
予
約
不
要
。

科
学
の
広
場
（
無
料
）

　
子
ど
も
向
け
の
簡
単
な
工
作
で
す
。

日
時
　
９
月
17
日
㈷
　
午
前
10
時
30
分
～
、

午
後
１
時
30
分
～
の
２
回

内
容
　
一
枚
の
画
用
紙
で
橋
作
り

昼
間
の
星
の
観
望
会
（
悪
天
候
時
は
中
止
）

日
時
　
９
月
17
日
㈷
　
午
前
10
時
30
分
～
、

午
後
３
時
～
の
２
回

参
加
料
　
小
学
生
以
上
１
０
０
円

夜
間
天
体
観
望
会
（
有
料
、
要
予
約
）

　
１
１
３
㌢
大
型
天
体
望
遠
鏡
で
、
そ
の

季
節
や
時
間
帯
に
見
ら
れ
る
星
を
観
望
。

日
時
　
毎
週
土
曜
日
　
午
後
７
時
～
、
８

時
～
、
９
時
～
の
３
回

参
加
料
　
大
人
３
０
０
円
、
高
校
生
２
５
０

円
、
小
中
学
生
２
０
０
円
、
幼
児
無
料

問
い
合
わ
せ
は
　
科
学
セ
ン
タ
ー

（
☎
42
︲
１
６
０
０
）
へ

９
月
の
休
館
日
　

３
日
㈪
、
10
日
㈪
、
18
日
㈫
、
24
日
㈪
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私
の
宝
物
た
ち

　　
30
年
近
く
住
み
慣
れ
た
九
州
を

離
れ
、
亡
き
夫
と
と
も
に
８
年
前

に
故
郷
の
徳
島
へ
移
住
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
そ
の
き
っ
か
け
と

な
っ
た
言
葉
は
、「
お
母
さ
ん
、

今
ま
で
お
父
さ
ん
の
家
族
を
大
事

に
し
て
き
た
で

し
ょ
う
。
こ
れ

か
ら
は
、
自
分

の
両
親
を
大
切

に
し
て
あ
げ
た

ら
？
」
と
い
う

子
ど
も
た
ち
の

声
だ
っ
た
。
夫

と
結
婚
し
て
、
ほ
と
ん
ど
里
帰
り

も
で
き
な
か
っ
た
私
だ
が
、
何
気

な
い
一
言
で
、
第
二
の
人
生
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
九
州
で
は
、
自
分
の
将
来
を
見

据
え
進
学
校
を
め
ざ
す
ス
パ
ル
タ

塾
を
し
て
い
た
。
こ
ち
ら
で
最
初

に
見
た
子
ど
も
の
姿
は
麦
わ
ら
帽

子
に
長
靴
を
は
い
て
い
た
。
引
っ

越
し
て
き
た
の
が
３
月
だ
っ
た
の

で
、
き
っ
と
田
植
え
の
手
伝
い
を

し
て
い
る
子
だ
っ
た
の
だ
と
思

う
。
田
舎
は
の
ん
び
り
と
し
て
い

る
か
ら
、
そ
こ
に
合
う
塾
経
営
を

す
れ
ば
い
い
と
た
だ
い
ま
進
行
形

で
あ
る
。
そ
の
合
間
に
始
め
た
野

菜
作
り
だ
が
、
だ
ん
だ
ん
と
エ
ス

カ
レ
ー
ト
し
て
、
ど
ち
ら
が
本
職

だ
か
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
い
る
。

誰
で
も
、
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
す

る
の
は
勇
気
の
い
る
こ
と
か
も
し

れ
な
い
が
、

新
鮮
か
つ
面

白
い
。
何
を

し
て
も
楽
し

い
し
、
生
き

る
喜
び
を
感

じ
る
。
本
当

に
こ
れ
が
私

の
人
生
な
の
か
。
幸
せ
い
っ
ぱ
い

の
毎
日
だ
。

　
今
、
私
は
夫
が
残
し
て
く
れ
た

宝
物
（
３
人
の
子
ど
も
）
と
嫁
と

孫
に
囲
ま
れ
て
生
活
し
て
い
る
。

父
親
の
い
な
い
寂
し
さ
も
見
せ
ず

に
、
私
を
支
え
て
く
れ
る
宝
物
た

ち
に
一
言
言
い
た
い
。「
あ
り
が

と
う
」
と
。

　
次
は
、
住
吉
町
の
吉
岡
千
秋
さ

ん
に
お
願
い
し
ま
す
。

那賀川町　

小川 美紀さん

456
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短
　
歌	

阿
南
市
春
季
短
歌
大
会
作
品

入
選	

森
　
マ
ス
ミ

代
搔
き
の
ト
ラ
ク
タ
ー
の
音
轟
き
渡
り
今
年
も
田

圃
の
祭
り
が
始
ま
る

入
選	

紅
露
　
勝
子

木
蓮
は
春
の
花
嫁
真
白
な
る
ド
レ
ス
に
立
ち
て
微

笑
み
返
す

入
選	

青
木
　
弘
子

風
強
き
川
面
は
速
き
花
い
か
だ
空
へ
旅
ゆ
く
ご
と

く
競
い
て

入
選	

矢
野
　
道
子

黄も
み
じ
ば葉
の
銀
杏
大
樹
の
陰
に
待
つ
落
葉
踏
み
分
け
出

棺
の
刻
を

入
選	

徳
川
　
明
美

「
走
れ
メ
ロ
ス
」
の
さ
ま
に
吹
く
風
春
の
風
桜
は

な
び
ら
真
横
に
散
ら
す

	

常
盤
　
久
子

芍
薬
の
い
で
し
ば
か
り
の
幼
な
芽
を
春
一
番
が
な

ぶ
り
過
ぎ
ゆ
く

	

米
田
　
啓
子

朝
日
受
け
峽
の
溜
池
カ
モ
数
羽
水
輪
広
げ
て
す
い

す
い
泳
ぐ

俳
　
句	
阿
南
市
俳
句
連
合
会 

選

	
峰
　
　
敏
勝

生
き
方
を
問
ひ
故
郷
へ
墓
参
り

	

石
澤
　
三
朗

梅
雨
灯
し
油
の
匂
ふ
自
転
車
屋

	

河
野
　
柳
史

鍵
穴
へ
つ
づ
い
て
を
り
し
蟻
の
道

	

近
藤
と
き
子

朝
の
庭
大
玉
西
瓜
に
笑
み
こ
ぼ
れ

	

神
野
　
喜
美

と
う
さ
ん
は
泳
げ
た
ろ
う
か
瓜
を
揉
む

	

谷
中
　
紫
扇

園
児
ら
の
曇
り
な
き
顔
梅
雨
の
天

	

柳
川
　
翠
子

あ
か
あ
か
と
入
日
に
染
ま
る
雲
の
峰

	

佐
野
八
重
子

梅
雨
晴
間
狭
庭
の
花
に
声
を
掛
け

	

神
野
千
鶴
子

成
せ
ば
成
る
鷹
山
家
訓
夏
椿

	

吉
﨑
　
晶
子

草
取
る
や
小
さ
き
花
に
手
を
と
め
る

川
　
柳	

阿
南
川
柳
会
　
髙
木
旬
笑 

選

	

二
階
千
代
美

主
流
か
ら
は
ず
れ
戻
れ
ぬ
元
の
席

	

武
田
　
敏
子

冥
土
へ
の
梯
子
し
ば
ら
く
外
し
と
く

	

林
　
　
満
子

マ
ネ
キ
ン
に
は
よ
く
似
合
っ
て
た
悔
い
の
服

	

萩
野
ひ
と
み

幸
運
は
無
色
透
明
す
ぐ
消
え
る

	

原
　
公
美
子

横
文
字
の
長
い
カ
ル
テ
が
気
に
掛
か
る



９月
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30
土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

阿 南 図 書 館
9:00 ～ 18:00

土日は 17:00 まで
　 ☆ 休 　 ☆ 休 　 ★ 　 ☆ 休 休 休 ☆ 休 　 ★ 休 　 ☆

那賀川図書館
10:00 ～ 18:00

◎ ☆ 休 　
◆
◎

☆ 休 　 ◎ ☆ 休 休 　 休 ☆ 休 休 ◎ ☆

羽ノ浦図書館
10:00 ～ 18:00

☆ 休 　 　 ☆ 　 休 　 ☆ 休 休 　 ☆ 休 休 休 ☆

（カレンダー中のマーク　休…休館日　☆…おはなし会　★…ぴよちゃんくらぶ　◎…中学生によるピアノ演奏　◆…阿波公方の苑美化作業）

阿 南 図 書 館  　　

☆おはなしひろば・ひまわり主催
　（毎週日曜日）　14：00 ～ 15：00
★ぴよちゃんくらぶ
　赤ちゃん（０～３歳）のためのおはなし会
　（第 2・第 4 木曜日）　10：30 ～ 11：00  

那賀川図書館  　　

☆おはなし会・おはなしのポケット主催
　（毎週日曜日）　11：00 ～
◎中学生によるピアノ演奏		
　毎週土曜日　10：00 ～（約10分間）
◆阿波公方の苑（図書館前庭）美化作業
　９月８日㈯　8：30 ～ 10：00
　※雨天の場合は16日㈰に延期します。

羽ノ浦図書館  
☆おはなし会・こすもすおはなし会主催
　（毎週土曜日）　14：00 ～

巡回日 駐　車　場　所 時　　　間
4日 ㈫ 阿 南 荘 前 13：30～14：00

老人ホーム福寿荘前 14：20～14：50
王 子 製 紙 社 宅 前 15：00～15：30

5日 ㈬ 新 野 公 民 館 前 13：45～14：20
新 野 駅 前 14：30～15：00

6日 ㈭ 加 茂 谷 中 学 校 前 12：50～13：20
加 茂 谷 幼 稚 園 前 13：40～14：20
大 野 公 民 館 前 14：30～15：00

7日 ㈮ 福 井 中 学 校 前 12：50～13：30
旧 福 井 南 小 学 校 前 13：45～14：10
橘 団 地 前 14：30～15：00

巡回日 駐　車　場　所 時　　　間
11日 ㈫ 上 中 分 館 前 14：15～14：45
14日 ㈮ 桑野コミュニティセンター前 14：00～14：40

山 口 分 館 前 14：50～15：20
20日 ㈭ 大 潟 分 館 前 14：00～14：30

見 能 林 公 民 館 前 14：40～15：10
21日 ㈮ 椿 公 民 館 前 13：45～14：15

旧 椿 泊 保 育 所 前 14：30～15：00
25日 ㈫ 長 生 公 民 館 前 13：30～14：00

宝 田 公 民 館 前 14：10～14：40
26日 ㈬ 橘 町 井 内 新 聞 店 前 13：50～14：30

阿 南 県 営 住 宅 前 14：40～15：10

おはなし会へ行ってみよう！
　図書館では、子ども向けのおはなし会を毎週開催して
います。絵本の読み聞かせや紙芝居、折り紙や手遊びなど、
経験豊かなボランティアさんがバラエティに富んだ内容
でお送りしています。
　小さなお子さんでも気軽に参加していただけるイベン
トですので、保護者の方もご一緒にお出かけください。（各
図書館の開催日時は左記のとおり）

〈４カ月健診でブックスタート〉
　市では、４カ月健診時に、絵本をプレゼ
ントして、読み聞かせもしています。絵本
を介して、赤ちゃんと心ふれあうひととき
をもつきっかけにしてください。

どなたでも無料でご利用いただけます。なお、雨天の場合は日程を変更することがあります。  阿南図書館　☎ 23－2020

移動図書館「わかたけ号」　９月の巡回日程
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平成24年度『富西祭』一般公開
日時　９月８日㈯　10：00 ～ 15：00
内容　各種展示・催し物・バザー・ロック
　　　コンサートなど
※来校の際は、受付で記名等をしてくださ
い。中学生・高校生は制服を着用してくだ
さい。校内の駐輪場・駐車場をご利用くだ
さい。

 富岡西高等学校（☎22－0041）へ

平成24年度
「母と子の自然
教室」in 淡路
参加者募集
日程　11月３日㈯・４日㈰（１泊２日）　
場所　国立淡路青少年交流の家周辺
対象　母子家庭の母と子（３歳以上中学
　　　生以下）
定員　20組（応募多数の場合は抽選）
参加費　大人4,000円、子ども3,500円
　　　　（宿泊、保険、雑費含む）
申込締切日　10月12日㈮

  （公財）徳島県母子寡婦福祉連合会
　 （☎088－654－7418・7414）へ

新野高校文化祭　一般公開
日時　９月30日㈰　10：00 ～ 14：00
場所　新野高等学校（新野町）
内容　模擬店、バザー、授業で作成した
　　　生徒の作品等の展示
　　　※先着250人の方に草花苗を無料
　　　配布します。

 新野高等学校（新高祭運営委員会）
　（☎36－3215）へ

阿南高専公開講座
●タグラグビー体験
日時　10月13日・27日・11月10日・24日
　　　の土曜日
場所　Ｗａンダーランド芝生広場
対象　小・中学生　　
定員　15人
受講料　無料（傷害保険料必要）
申込期間　９月３日㈪～ 10日㈪の平日

 阿南工業高等専門学校総務課企画係
　 （☎23－7215）へ

若者の就労相談会 （予約制） 

働いておらず、職業訓練も学校も行ってい
ない若者の働くことに関する相談に応じま
す。（家族からの相談も可）
日時　９月20日㈭　13：00 ～ 17：00
場所　文化会館１階　工芸室

 とくしま地域若者サポートステーション
　 （☎088－602－0553）へ

日商簿記３級講習 
日時　10月１日㈪～ 11月５日㈪の月・水・
　 　 木の10：00 ～ 16：00（15日間）
場所　徳島県立総合福祉センター２階　
　　　203会議室
対象　母子家庭の母等であって、就業と
　　　自立に意欲のある方
受講料　無料（テキスト代3,300円は自己
　　　　負担）
定員　20人　
申込締切日　 9月24日㈪

（公財）徳島県母子寡婦福祉連合会　
　（☎088－654－7418・7414）へ

中国語講座受講生募集 
講座日　10月12日㈮～ 12月21日㈮の
　　　　毎週金曜日　9：30 ～ 11：30
　　　　※祝日は除く（全10回）
場所　ひまわり会館　　定員　20人
講師　佐藤有美さん（徳島県立総合大学
校本部「中国語講座」講師）
受講料　無料（ただし、テキスト『改訂増
補「必ず話せる中国語入門」主婦の友社』
は各自で購入）
申込締切日　９月21日㈮
申込方法　住所・氏名・電話等を明記の
うえ、ファクシミリまたは電話でお申し込
みください。

 県南部総合県民局企画振興部（美波）
　 （☎0884－74－7420・FAX0884－74－
　 7337）へ

「全国一斉！法務局休日相談所
（徳島地方法務局）」を開設

より多くの県民の皆さまに親しみを持って
法務局を利用していただくために、無料相
談所を開設します。
日時　９月23日㈰　10：00 ～ 15：00
場所　徳島地方法務局　阿南支局
内容　登記、供託、戸籍、人権の相談
相談者　法務局職員、土地家屋調査士、
　　　　人権擁護委員

 徳島地方法務局総務課
　 （☎088－622－4318）へ

北朝鮮における「人道に対する罪」を止める国際ＮＧＯ連合
http://hrw.asablo.jp/blog/2011/09/24/6109212

国際ＮＧＯが取り組む北朝鮮
人権問題！事実調査委員会

（国連）の設置をめざして 
日時　９月16日㈰　13：30 ～ 15：30
場所　那賀川図書館　研修室
講師　川添友幸さん（ＩＣＮＫ日本チーム
　　　救う会神奈川代表）
内容　ＳＴＯＰ！北朝鮮の人道犯罪・日本
　　　政府に政治判断を求める
※参加費無料。手話通訳もあります。

 ＨＲネットワーク徳島　丸山
　 （☎090－5141－1995）へ

宝田花火大会  
花火のほかにも阿波踊りなども企画してい
ます。
日時　９月８日㈯　14：00 ～ 21：00
　　　（花火は20：00 ～ 20：30）
場所　宝田公民館駐車場ほか
※駐車場は宝田小学校です。

 宝田青年会　武市
　 （☎090－4506－6210）へ

市民の皆さまや各種団体から寄せられた情報です。
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阿南テクノスクール訓練生募集
募集訓練科　塗装技術科、自動車整備科
対象者　中学校卒業者（ただし平成25年
３月新規中学校卒業見込者を除く。）もし
くは、これと同等以上の学力を有すると
認められる方（※自動車整備科は高卒以
上対象訓練科となります。）
定員　塗装技術科：10人程度
　　　自動車整備科：20人　
訓練期間　塗装技術科：１年
　　　　　自動車整備科：２年
申込期間　９月３日㈪～ 10月10日㈬
選考日　10月30日㈫　10：00 ～
選考場所　阿南テクノスクール
選考方法　筆記試験（国語・数学各40分
　　　　　間）および面接
申込先　阿南テクノスクールまたは公共職
　　　　業安定所

 阿南テクノスクール（☎26－0250）へ

市民の情報ひろば

海の緊急情報
配信サービス開始
津波その他の気象や
海象の警報・注意報
について、気象庁から発表があったとき、
海上保安庁が、あなたの携帯電話等に
「海の緊急情報」として、その情報を緊急
配信（メール）します。あなたの大切な命を
自分で守るために当サービスを活用してく
ださい。
ホームページアドレス
http://www7.kaiho.mlit.go.jp/
micsmail/reg/touroku.html

 徳島海上保安部交通課
　 （☎0885－32－0431）へ

サイクリングイベントの
走行車両にご注意ください 

県南を舞台にサイクリングイベント「四国
の右下ロードライド2012」が、次の日程
で開催されます。大会当日は、大会参加
車両が多数走行しますのでご注意くださ
い。なお、沿道の皆さまの温かいご声援
をお願いします。

日時　９月23日㈰　7：30 ～ 17：30
コース概要及び通過予想時刻（阿南市内）
まぜのおかオートキャンプ場→国道55号
福井町（10：00 ～ 12：50）→県道24号線
新野町→桑野交 差点（10：20 ～ 13：10）
→国道195号を那賀町方面へ

 「四国の右下」ロードライドイベント実行
委員会事務局（☎ 0884 －74 －7356）へ

終戦当時の引揚者の方々へ
税関では、お預かりしている次の通貨・証
券などをお返ししています。
●終戦後、外地から引き揚げてこられた
方で、上陸港の税関・海運局に預けられた
通貨・証券など
●外地の集結地において、領事館などに
預けられた証券などのうち、日本に送還さ
れたもの
お心当たりの方は、最寄りの税関へお問
い合わせください。

 小松島税関支署
　 （☎0885－32－0326）へ

ジャズ＆フラダンスコンサート
フレンズ（ジャズダンスクラブ）とハーラウ・
ナニ・アイカネアナン（フラ）、シーズ（知的
障害者更生施設）によるダンスの発表会
を開催します。存分にお楽しみください。
日時　９月30日㈰
　　　13：30開演（13：00開場）
場所　富岡公民館２階　ホール
※入場無料です。

 浦田（☎090－2780－2536）へ

身近な総合薬草展 
日頃は気にもとめない草木が意外と健康
によい効果をもたらすものが薬草薬木で
す。ぜひ一度お越しください。
日時　９月８日㈯　9：30 ～ 17：00
　　　　　９日㈰　9：30 ～ 16：00
場所　道の駅公方の郷なかがわ
内容　薬草の展示、販売、無料配布、
　　　薬草栽培に関する相談

 徳島県薬草協会阿南支部　松下
　 （☎28－1420）へ

徳島航空基地
公開のお知らせ
開隊54周年記念行事
に合わせて基地公開
します。皆さまのご来場をお待ちしています。
日時　９月29日㈯　9：00 ～ 15：00
場所　海上自衛隊徳島航空基地
内容　航空機・戦車地上展示、陸自車両
体験乗車、シミュレーター体験飛行など
駐車場　松茂工業団地内特設駐車場（無
料）をご利用ください。無料のシャトルバ
スを運行します。

 海上自衛隊徳島教育航空群司令部
　 広報室（☎088－699－5111）へ

高齢・障害・求職者
雇用支援機構職業訓練生募集
募集訓練科　テクニカルオペレーション科、
電気設備科、住宅リフォーム技術科　
訓練期間　
10月１日㈪～平成25年３月29日㈮
対象者　公共職業安定所に求職の申し込み
をしている方など（選考があります）
受講料　無料（テキスト代等は必要）

 徳島職業能力開発促進センター
　 （☎088－654－5102）へ

行政書士による無料相談会
許認可手続きについて知りたい方は、ぜ
ひご相談ください。
日時　９月22日㈯　9：00 ～ 12：00
場所　ひまわり会館
内容　行政に係る許認可手続き（農地転

用、建設業関係、開発許可、自
動車運送関係等）

 徳島県行政書士会徳島南部支部
　（☎42－3173）へ

市民の皆さまや各種団体から寄せられた情報です。
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阿波踊り体操教室
日時　９月14日㈮　10：00 ～ 11：00
場所　ひまわり会館２階 ふれあいホール
講師　あなん阿波踊り体操愛好会
　　　（阿波踊り体操指導員）
対象　運動制限のない方（年齢制限なし）
持参　飲み物、タオル、健康手帳（無い
　　　方は交付します）

 保健センター（☎22－1590）へ

集団検診のお知らせ
集団検診でがん検診を受ける場合は、検
診日の３週間前までに申込みいただくと、
がん検診の問診票がご自宅に届きます。
なお、申込みをしなくても当日受診するこ
とができます。

検診内容
胃がん・肺がん・前立腺がん・肝炎ウイル
ス検診・歯周疾患検診（★のみ）
検診日程　

9月25日㈫	 ひまわり会館★
	 27日㈭	 那賀川社会福祉会館
	10月 8日㈪	 羽ノ浦公民館
	 23日㈫	 ひまわり会館★
	 30日㈫	 ひまわり会館★
受付時間　9：00 ～ 10：00
申込先　総合健診センター
　　　　（☎088－678－7128）

 保健センター（☎22－1590）へ

リフレッシュ体操
日時　９月19日㈬　10：00 ～ 11：00
場所　ひまわり会館２階 ふれあいホール
講師　森　友美さん
対象　おおむね65歳以上の方
　　　（運動制限のない方）
持参　タオル、健康手帳（無い方は交付
　　　します）

 保健センター（☎22－1590）へ

達者でおろな健康教室
対象　おおむね65歳以上の方
内容　血圧測定、検尿、阿波踊り体操、

阿南高齢者お世話センターの方に
よる講話「介護予防のお話」

持参物　健康手帳（無い方は交付します）

 保健センター（☎22－1590）へ

 献血にご協力ください （９月）

※400ml献血のみの実施です。
 徳島県赤十字血液センター

　 （☎088－631－3200）へ

栄養講座『野菜たっぷり！
ヘルシーバランス食』
日時　９月28日㈮　10：00 ～ 13：00
場所　羽ノ浦公民館
対象　市内在住の40歳以上の方
　　　（募集定員30人）
内容　講義と調理実習（調理実習費とし
　　　て400円必要です。）
申込期限　9月18日㈫

 保健センター（☎22－1590）へ　

犬猫の避妊・去勢手術費用の
一部を助成します
受付　10月１日㈪～ 31日㈬（予定）
助成額　１頭につき5,000円
※犬は登録と今年度の予防注射を済ませ
ていることが必要です。
※助成決定前に手術を受けた場合は対象
外となります。くわしくは広報あなん10月
号でお知らせします。

 保健センター（☎22－1590）へ

実施日 採血場所 所在地 採血時間

８日㈯ 富岡東高等学校 領家町
10：00～12：00

13：00～16：00

20日㈭
阿南テクノスクール 桑野町 9：50～11：20

キョーエイ羽ノ浦店 羽ノ浦町 13：00～16：30

９月の日程 場　所

4日㈫
10：00～11：30 新野公民館

13：30～15：00 宝田公民館

5日㈬ 10：00～11：30 中野島公民館上中分館

7日㈮
10：00～11：30 桑野コミュニティセンター

13：30～15：00 羽ノ浦公民館

10日㈪
10：00～11：30 福井町総合センター

13：30～15：00 長生公民館

11日㈫ 10：00～11：30 中林ふれあい会館

12日㈬
10：00～11：30 那賀川社会福祉会館

13：30～15：00 加茂谷総合センター

24日㈪
10：00～11：30 大野老人憩いの家

13：30～15：00 橘町総合センター

25日㈫
10：00～11：30 椿公民館

14：00～15：30 椿泊老人憩いの家
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【９月の休館日】
3日㈪・10日㈪
18日㈫・24日㈪

かもだ岬温泉保養センター

 かもだ岬温泉保養センター
　 （☎ 21－ 3030）へ

 かもだ岬温泉保養センター
　 （☎ 21－ 3030）へ



９月10日㈪～ 16日㈰は自殺予防週間です！
　本市では、平成23年中に11人
の方が自ら尊い命を絶っており、こ
こ数年は15人前後の方が自殺で亡
くなっています。死亡者に占める自
殺の割合（人口10万人対）は、全
国が22.9％であるのに対し阿南市
は14.2％と下回っていますが、そ
の数値は依然下がっていないのが
現状です。年齢別では、20歳代

18％、30 ～ 50歳代が45％、60歳以上が36％となってい
ます。　　
　こうした現状を踏まえ、本市では徳島県と共同で、平成
23年度に市内14カ所のセニヤクラブを対象に心の健康講
演会と健康度チェックを行いました。その結果、およそ半数
の方が「心が疲れやすい状態にある」と判断されました。
　高齢の方は、身体機能の低下や生活環境の変化、喪失
感等から孤立感・孤独感を抱きやすく、うつ状態になりや
すい環境にあるといえます。ただ、心の疲れは抑うつ気分
としてよりも疲労感や体のあちこちが痛いなどの症状が出や
すいので、注意が必要です。

健康度チェック項目
①毎日の生活に充実感がない
②これまで楽しんでやれていたことが楽しめなくなった
③以前は楽にできていたことが今ではおっくうに感じられる
④自分が役に立つ人間と思えない
⑤わけもなく疲れたような感じがする
⑥死について何度も考えることがある
⑦気分がひどく落ち込んで自殺について考えることがある
⑧最近ひどく困ったことや辛いと思ったことがある

※「心が疲れやすい状態」とは、①～⑤が2つ以上、⑥～
⑧が1つ以上該当する方です。

あなたの力で「救えるいのち」 があります！
　どうか、あなたやあなたの周りの方の心の声に耳を傾けて
ください。心の疲れに気づいたら、早めに専門家に相談し
ましょう！　　
　　　　
問い合わせは　保健センター（☎22－1590）または南部
総合県民局保健福祉環境部（阿南）（☎28－9878）へ

日帰り人間ドックの受診者を追加募集します
【阿南医師会中央病院】
募集人数　男性６人　　
受診期間　平成25年２月14日㈭、21日㈭、28日㈭

【岩城クリニック】
募集人数　男性・女性39人　　
受診期間　平成24年10月～平成25年3月

【共通事項】
検査項目

●共通項目…問診、診察、身体計測、血液検査、便検査、尿
検査、循環器検査、呼吸器検査、※消化管検査、眼科検査、
聴力検査、腹部超音波検査

●婦人科検診…甲状腺検査、子宮頸がん検診、乳がん検診
※消化管検査は、阿南医師会中央病院は胃カメラ検査
　岩城クリニックは胃カメラ検査または胃部Ｘ線検査

個人負担額　13,000円
受診対象者　

◦阿南市国民健康保険被保険者で、平成24年4月1日から継続
して加入している方

◦国民健康保険税を完納している（過年度分の滞納がない）世
帯の方

◦申込み時、満30歳以上で、受診時、満74歳以下の方
※平成24年度に特定健診を受診された方、または特定健診を
受診される予定の方は、特定健診とドックの両方の受診はでき
ません。

申込方法
　はがきに住所、氏名、生年月日、電話番号、国民健康保険
証の記号番号、医療機関名を明記のうえ、９月７日㈮ （※消印
有効）までに郵送してください。

申込み・問い合わせは　〒774‐8501　富岡町トノ町12番地３
　　　　　　　　　　保険年金課　ドック担当（☎22－1118）へ

健康講演会のお知らせ
リウマチが、不治の病から治癒が可能になってきたことをご
存知ですか？
日　　時　９月21日㈮ 14：00 ～ 16：00（受付は13：30 ～）
場　　所　ひまわり会館
演　　題　あなたの周りに、リウマチで困っている人はいま

せんか？進化し続けるリウマチ治療、伝えてあげ
てください！リウマチ治療の「今」を！ 　

講　　師　阿南共栄病院内科部長　答島章公さん
申込期限　9月13日㈭（当日参加も可）
入 場 料　無料

 保健センター（☎22－1590）へ

関西・関東地方で風しんが流行しています
今後、近隣県である徳島県においても流行が懸念されるた
め、予防接種未接種の方や妊娠適齢期の方は注意が必要
です。外出後の手洗い・うがいも大切ですが、予防には予
防接種が有効です。市では、次の方を対象に、麻しん・風
しん混合ワクチンの接種を実施しています。受診料は無料
です。早めに受診しましょう。
【第１期】１歳の誕生日～２歳の誕生日前日まで
【第２期】平成18年４月２日～平成19年４月１日生まれの方

■平成20年度からの５年間の時限措置
【第３期】平成11年４月２日～平成12年４月１日生まれの

方（中学１年生相当）
【第４期】平成６年４月２日～平成７年４月１日生まれの方

（高校３年生相当）
※第２期～第４期対象の方は平成25年３月31日までが無料
期間です。

 保健センター（☎22－1590）へ
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子育て一言メモ

子どものうそは大丈夫？

　子どもが動物の絵本を見ていると、「ぼくの
家は、とらがいるよ。」とか、ひとりっ子なの
に、「お姉ちゃんがいるんだよ。」と言うなど、
すぐにわかるうそを言うことがあります。
　子どもはしばしば現実と空想の世界が混同
し、いつのまにかうそをつくという形で現れ
る場合があります。
　こうしたことは、夢物語として受け止め、
むしろ想像力の豊かさを認めてあげたほうが
いいと思います。
　しかし、親がいつも叱ったり、子どもが失
敗すると、きびしく注意する家庭の子どもは、
防衛的なうそをつくようになります。
　失敗しても、「この次にじょうずにやればい
いのよ。」と、温かく見守ってあげるようにし
たらいかがでしょうか。
　いずれにしても、子どもがどうしてこうい
ううそをつかなければならないのか、うその
背景を考えて対処してくださいね。

　　　　　　　学校教育課

９月からポリオが
不活化ワクチンに変わります
対象年齢　生後３カ月～ 90 カ月未満
接種回数　４回（初回３回、追加１回）
接種間隔　

【初回】20日〜 56日の間隔をおいて
【追加】初回接種終了後、１年の間隔を
　　　　おいて１回接種
接種場所　阿南市の委託医療機関
持参物　予診票・母子健康手帳

ワクチン接種状況に応じた接種方法
❶ポリオワクチンを未接種
　→不活化ワクチンを４回接種
❷生ポリオワクチンを１回接種
　→不活化ワクチンを３回接種
❸不活化ポリオワクチンを１～３回接種
　→不活化ワクチンの接種が計４回にな
　　るよう接種
❹生ポリオワクチンを２回接種
　→不活化ワクチンの接種は必要なし

※追加接種は、国内臨床試験実施中のた
め、９月１日導入時点では定期接種に含
まれません。このため、追加接種を希望
される方は任意（有料）での接種となりま
すのでご注意ください。

 保健センター（☎ 22－1590）へ

お子さんの健やかな成長を願い、無料で
施設を開放して育児支援を行っています。

 みんなのひろば	 ☎ 44 － 5059
羽ノ浦さくら保育所子育て支援センター
平日 9：00 ～ 14：00　（お弁当タイム11：45 ～）

	 4日㈫	 パペットを作って遊ぼう
	11日㈫	 なごみの日
	14日㈮	 敬老の日のプレゼント作り　
		  徳島折り紙研究会　釜内哲子さん
	18日㈫	 ベビーマッサージ（10：30 ～）
		  講師：手束志帆さん
		  準備物：バスタオル、フェイスタオル
	21日㈮	 リズム遊びをしよう
	25日㈫	 お誕生会
　7日㈮・28日㈮　うたってあそぼう
 
 にこにこひろば	 ☎ 42 － 0720
今津こどもセンター　平日 9：30 ～ 15：00

	 4日㈫	 まなぼうさい(防災講演会)
	11日㈫	 避難訓練(今津こどもセンターと合
　　　　同避難訓練)
	18日㈫	 お話のポケット
	25日㈫	 お誕生会
		  お月見を楽しもう

 ふれあいひろば	 ☎ 27－1441
橘保育所
平日 8：30 ～ 12：00 ／ 14：30 ～ 16：00

	  4日㈫	 楽しく遊ぼう
	11日㈫	 お話し大好き
	18日㈫	 作って遊ぼう
	20日㈭	 子育て講座
	25日㈫	 お誕生会

 なかよしひろば	 ☎ 21－ 2002
平島こどもセンター　平日 9：00 ～ 14：00

	 4日㈫	 みんなで作ろう
	11日㈫	 お話のポケット
	18日㈫	 みんなで遊ぼう
	25日㈫	 お誕生会

「子育て支援合同運動会」
日時　10月30日㈫　9：30 ～ 11：30
場所　橘緑地公園
※申込みなどくわしくは、各子育て支援セ
ンターにお問い合わせください。

日本脳炎予防接種の
対象年齢を拡大
　平成17年度から平成21年度にかけ接種
の勧めを控えていたことで、日本脳炎の
予防接種の機会を逃した方も、公費負担
で受けられるようになっております。
　対象は、平成７年６月１日から平成19
年４月１日までに生まれた方で、接種期限
は20歳の誕生日の前々日までです。
　ただし、２期接種は、１期接種を終え
た９歳以上の方に接種することになってい
ます。
　対象年齢に該当する方で未接種の方は
主治医に相談のうえ、委託医療機関で受
けてください。
　予診票は再発行できます。母子健康手
帳をお持ちのうえ、保健センターまでお越
しください。

 保健センター（☎22－1590）へ

つどいの広場・すくすくin阿南
子育て相談や子どもと保護者間の交流の
場です。ぜひお越しください。
時間　9：30 ～ 11：30
日程　14日㈮　桑野公民館
　　　26日㈬　福井公民館
　　　28日㈮　加茂谷公民館
※ひまわり会館すこやかルームは、
4日㈫、7日㈮、11日㈫、18日㈫、21日㈮、
25日㈫

 こども課（☎22－1593）へ

地域子育て支援センター９月

９月

おひさまひろば  平日 9：00 ～ 16：00

3日㈪　英語で遊ぼう
7日㈮　高齢者とのふれあい会

10日㈪　発育計測・健康相談
13日㈭　敬老の日プレゼント作り
18日㈫　発育計測
21日㈮　午後臨時休園
22日㈯　おひさま祭り
27日㈭　お誕生会
28日㈮　お話ころりん

 那賀川子育て支援センター
　 （☎0885－38－1163）へ

９月

26広報 あなん 2012.09



法律相談（要予約）   ６日㈭
 13：30 ～ 16：30　  市役所１階　市民相談室
 １ヵ月前から　  市民生活課　☎ 22―1116

※内容により、お受けできない場合があります。

行政相談 11日㈫・25日㈫
 9：30 ～ 11：30　  市役所１階　市民相談室
 市民生活課　☎ 22―1116

登記相談  28日㈮
 14：00 ～ 16：00　  ひまわり会館１階
 市民生活課　☎ 22―1116

消費生活相談 平日開館
 9：30 ～ 16：30　  消費生活センター
 消費生活センター　☎ 24―3251

特設人権相談 ５日㈬
 13：30 ～ 16：00　  見能林公民館・長生公民館
 人権・男女参画課　☎ 22―3094

人権相談     21日㈮
 13：30 ～ 16：00　  ひまわり会館１階
 人権・男女参画課　☎ 22―3094

女性の生き方なんでも相談（要予約）
 4・11・18・25 日　 13：00 ～ 17：00
 14・28 日　 13：00 ～ 16：00
 市民会館２階　相談室　  随時
 男女共同参画室分室　☎ 22―0361

年金相談（要予約）  ６日㈭
 9：00 ～ 15：30　  市商工業振興センター
 １ヵ月前から電話による完全予約制
 徳島南年金事務所　☎ 088―652―1511

※ 10 月の相談日はありません。

健康相談    ７日㈮
 10：00 ～ 11：00　  ひまわり会館１階
 保健センター　☎ 22―1590

栄養相談（要予約）  20日㈭
 10：00 ～ 11：00　  ひまわり会館１階　  前日まで
 保健センター　☎ 22―1590

子育て家庭教育来所相談   9日㈰
 9：00 ～ 12：00　  富岡公民館２階
 教育委員会生涯学習課　☎ 22―3391

子育て家庭教育電話相談窓口
 月曜日～金曜日（祝日除く）　 9：00 ～ 12：00
 子育て家庭教育支援チーム　☎ 42―3885

心配ごと相談 ３日㈪･10日㈪・24日㈪
 10：00 ～ 15：00 　  市民会館内社会福祉協議会
 社会福祉協議会　☎ 23―7288

軽症でも急いで治療の必要がある場合、市内の医療機
関で受診できます。

●休日昼間　9：00 〜 17：00

9月の休日・夜間診療

※市内の休日医療機関は、変更される場合がありますので、
　阿南市医師会（☎ 22‒1313）までお問い合わせください。

●夜間（毎日）の当番　17：00 ～ 23：00
市内の医療機関または阿南医師会中央病院内
※阿南市医師会（☎ 22‒1313）までお問い合わせください。

●小児救急医療体制
24時間365日徳島赤十字病院が小児救急患者を受け入れ
ています。（事前の電話連絡は不要です。）	

～ 市税の納付は口座振替が安全で便利です ～
■固定資産税（第３期）
■国民健康保険税（第４期）
　納期限は、10月1日㈪です。納め忘れのないようにしましょう。

市税日曜相談窓口（市役所１階納税課）
９月 30 日㈰　8：30 ～ 17：00

問い合わせは　納税課（☎ 22‒1792）へ

日 医療機関名 所在地 問い合わせは
  2日 島内科眼科医院 富 岡 町 ☎ 22-1147
  9日 宮本病院 羽ノ浦町 ☎ 44-4343
 16日 岸医院 富 岡 町 ☎ 23-0272
 17日 阿南医師会中央病院内 宝 田 町 ☎ 22-1313
 22日 松尾医院 内 原 町 ☎ 26-1559
 23日 井原医院 見能林町 ☎ 21-0021
 30日 松﨑内科医院 中大野町 ☎ 23-5778

 開催日　  時間　  場所　  予約受付　  問い合わせ先

9月の市税

５月の市税スポーツ施設の９月の休館日

人口　77,527 人（＋312）　世帯数 29,966 世帯（＋198）
（男）　37,381 人（ ＋91）				 
（女）　40,146 人（＋221）　

人口と世帯数

●平成24年７月末日現在カッコ内は前月対比
※住民基本台帳法の改正に基づき、７月９日か
ら外国人住民を含んでいます。

９月の相談

サンアリーナ ３・１０・18・24 日
那賀川スポーツセンター ５・12・19・26 日
羽ノ浦総合国民体育館 ３・１０・18・24 日
羽ノ浦健康スポーツランド ３・１０・18・24 日

　“ホットなニュースをいち早く”でおなじみの「広報編
集長の小窓」を市のホームページ上に開設して２年、掲
載記事は700件を突破し、アクセス数も3,000件前後と、
ホームページアクセスランキングでは上位にランクされ

るまでに成長しました。取材先で「見ましたよ」と声を掛けられることも
しばしばあり、ウェブ広報の広がりを実感しています。ウェブ上でこそ叶
う制限なき写真掲載が魅力の「広報編集長の小窓」。フルカラー版の「広
報あなん」と併せてご愛読ください。
　さて、メダルラッシュに沸いたオリンピックも閉幕し、心に秋の風が漂
い始めています。秋といえば文化祭。９月14日から３日間、国民文化祭・
とくしま2012が開催されます。阿南市でも、全国邦楽合奏フェスティバ
ルをはじめ多彩な催しが予定されています。日本古来の和楽器の魅力を
間近で体感できる絶好の機会です。こちらもぜひご堪能ください。（山田）
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第 74 回

あ
ら
た
の
夏
祭
り 

（
新
野
町
）

　
新
野
地
域
に
は
、
夏
の
思
い
出
づ
く
り
に
ほ
と
ば
し
る
よ
う
な

情
熱
を
注
ぐ
人
た
ち
が
い
る
。
新
野
商
工
振
興
会
を
中
心
と
す
る

夏
祭
り
実
行
委
員
会
の
皆
さ
ん
だ
。
23
年
前
の
夏
、「
子
ど
も
た

ち
に
ふ
る
さ
と
の
祭
り
の
思
い
出
を
」
と
、
手
作
り
の
お
祭
り
を

立
ち
上
げ
た
。
め
ざ
し
た
の
は｢

町
民
全
員
参
加｣

。

　
７
月
24
日
、
普
段
は
車
が
行
き
交
う
商
店
街
の
通
り
も
、
こ

の
日
ば
か
り
は
人
で
あ
ふ
れ
か
え
っ
た
。
趣
向
を
凝
ら
し
た
模
擬

店
が
ず
ら
り
と
並
び
、
道
の
真
ん
中
に
置
か
れ
た
テ
ー
ブ
ル
に
は

親
子
が
集
う
。
子
ど
も
た
ち
が
エ
レ
ク
ト
ー
ン
演
奏
や
浴
衣
コ
ン
テ

ス
ト
で
華
を
添
え
る
と
、
大
人
た
ち
も
踊
り
や
ダ
ン
ス
で
祭
り
を

盛
り
上
げ
た
。
圧
巻
は
音
楽
花
火
。
迫
力
満
点
の
音
と
光
の
競

演
が
、
見
る
人
の
心
に
ひ
と
夏
の
思
い
出
を
刻
ん
で
ゆ
く
。

　「
ど
や
、
よ
か
っ
た
や
ろ
」
と
、
誇
ら
し
げ
に
語
る
青
江
会
長
。

「
新
野
は
、
地
元
を
大
切
に
す
る
風
土
が
根
付
い
て
い
る
ま
ち
。

地
域
の
熱
い
思
い
は
、
祭
り
を
通
し
て
若
者
へ
と
受
け
継
が
れ
て
い

く
。
そ
れ
を
実
感
で
き
る
の
が
あ
ら
た
の
夏
祭
り
の
魅
力
で
す
」。

　
あ
の
時
の
子
ど
も
た
ち
は
大
人
に
な
り
、
祭
り
の
世
話
役
と

な
っ
た
。
楽
し
か
っ
た
思
い
出
が
、
新
た
な
地
域
力
を
生
み
出
し

て
い
る
。
地
域
の
愛
情
に
包
ま
れ
育
っ
た
子
ど
も
た
ち
は
、
必
ず

や
新
野
の
将
来
を
担
っ
て
く
れ
る
は
ず
。
大
人
に
な
っ
た
若
者
も

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
へ
熱
い
思
い
を
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
。


